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文教厚生委員会会議録

１ 期 日 令和２年３月１１日（水）～１２日（木）

２ 会 場 第１委員会室

３ 開会時刻 １１日 午前１０時３０分～午後 ４時２４分（休憩５７分）

４ 閉会時刻 １２日 午前 ９時２６分～午前１１時５０分（休憩 ６分）

５ 出 席 者 委 員 長 窪野 愛子 副委員長 寺田 幸弘

委 員 草賀 章吉 委 員 松本 均

〃 勝川志保子 〃 富田まゆみ

〃 藤原 正光

当局側出席者 教育長、健康福祉部長、健康福祉部参与、

こども希望部長、教育部長、所管課長

事務局出席者 議事調査係 望月教代

６ 審査事項

・議案第 １ 号 令和２年度掛川市一般会計予算について

第１条 歳入歳出予算

歳入中 所管部分

歳出中 第３款 民生費

第４款 衛生費（第１項のうち所管部分）

第10款 教育費（第５項２目のうち所管外部分を除

く、第６項１目・２目を除く）

・議案第 ２ 号 令和２年度掛川市国民健康保険特別会計予算について

・議案第 ３ 号 令和２年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計予算について

・議案第 ４ 号 令和２年度掛川市介護保険特別会計予算について

・議案第２７号 掛川市国民健康保険税条例の一部改正について

・議案第３１号 掛川市立学校設置条例の一部改正について

・議案第３２号 掛川市学校給食共同調理場に関する条例の一部改正について

・閉会中継続調査の申し出事項 ４項目で了承

・その他

７ 会議の概要 別紙資料のとおり

以上のとおり、報告いたします。

令和２年３月１２日

市議会議長 大 石 勇 様

文教厚生委員長 窪 野 愛 子
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７ 会議の概要

令和2年3月11日（水） 午前10時30分から、第 1委員会室において全委員出席のもと開催。

１）委員長あいさつ

２）付託案件審査

〔 10:30 ～ 16:24 〕

①議案第１号 令和2年度掛川市一般会計予算について

第１条 歳入歳出予算

歳入中 所管部分

歳出中 第３款 民生費

第４款 衛生費（第１項のうち所管部分）

第10款 教育費（第５項２目のうち所管外部分を除く、第６項

１目・２目を除く）

第４款 衛生費

〔健康医療課、説明 10:33～10:57〕

〔質 疑 10:57～11:17〕

○委員長（窪野愛子君） 健康医療課の大竹参与、よろしくお願いします。

○委員長（窪野愛子君） ただいまの健康医療課の説明に対する質疑をお願いします。

○委員（藤原正光君） 今の説明資料の 6ページの12のところの令和 2年から10月から始まるロタ

ウイルスの予防接種のところですけれども、これはあれですか、ロタリックス、ロタテック 2種類

あって、そのうちの掛川はどちらになるとかは決まっているんですか。

○健康福祉部付参与（大竹紗代子君） どちらの薬でも対応できるということで、診療所によって

違うということになります。

○委員（藤原正光君） 里帰り出産とかで来たときに接種体制が違ってということはないというこ

とでいいんですか。自治体によって何か違うと。
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○健康企画係長（本間信隆君） 掛川市内の医院では、ロタリックスを扱う病院、ロタテックを扱

う病院両方ございますので、例えば里帰り出産等で最初ロタリックスをうった方はロタリックスを

扱っている病院をご案内しますし、ロタテックを使った方であればロタテックを使っている病院を

こちらのほうで御案内するという形になります。

○委員（勝川志保子君） 風疹のワクチンの家族への助成というところなんですけれども、これ抗

体価を調べることは助成があるのか、抗体価を調べた後で風疹の接種に行くということなんですか。

○健康企画係長（本間信隆君） 市の負担ではないですが、今言った妊娠を予定している女性の方、

また妊婦の同居家族の方に対する抗体検査の助成は、既に県事業で実施しておりますので、県から

助成を受けて無料で抗体検査を受けます。今まではワクチンに対する助成は県もやってなく市もや

ってなかったものですから、ワクチンに対する助成を来年度から市が実施するという形になります。

○委員（藤原正光君） 説明資料の 5ページの 9番のところですけれども、地域医療の拡充支援診

療所の誘致等補助金、 1,500の 2件分というふうに説明を聞いたかと思うんですけれども、この 2

件というのはどこか、まだ延期で決まってないということですか。

○委員長（窪野愛子君） 大竹参与、お願いします。

○健康福祉部付参与（大竹紗代子君） まだ決まっておりませんので、これから要綱ができて手を

挙げていただいたところについて審査をさせていただいて決定するということになります。地域を

限定するわけではないですが、一応医師の少ない地域をということですので、掛川市内であります

と南部のほうとあと北部のほうと考えております。

○委員（松本 均君） 風疹の抗体検査の40歳から57歳の対象で 3年間あると、これ 2年目になる

と思うんですけれども、 1年大体どれくらいの方が受診をされているのか。

○健康企画係長（本間信隆君） 本年度の実施状況ですけれども、 3カ年に分けてクーポンを発送

しておりまして、本年度は 6,272人の方にクーポン券を発送いたしました。うち 1月までに実施し

た分が抗体検査が約 4分の 1、24.3％、 1,525人の方が抗体検査を実施しまして、そのうち抗体価

が低かった 479人がワクチンを接種しました。今年度の状況です。

○委員（松本 均君） これクーポンは市から対象者に勝手にと言ったらおかしいですけれども、

全部送るようになっている、そういうことですか。

○健康企画係長（本間信隆君） この事業は先ほど40歳から57歳の方が対象になるんですけれども、

クーポンの発送をこの40歳から57歳の方全てに発送してしまうとワクチンや検査キットが足りなく

なるものですから、 3カ年分割して発送しています。本年度に送った方は40歳から47歳まで、

昭和47年から昭和54年までの方にのみクーポンを発送しております。その人数が先ほど言った
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6,272人になります。本年度クーポンを発送しなかった世代、50代の方につきましては、令和 2年

度と令和 3年度に分けて順次発送していくという形になります。ただし、あくまでも事業対象はこ

の40歳から57歳までですので、今年度クーポンを送らなかった方でもクーポン欲しいよという申し

出があればその都度クーポンを郵送させていただいています。

○委員（富田まゆみ君） 説明いただいた説明資料の 3ページのところなんですが、ちょっと教え

てください。 3ページの 5がん検診の事業費のところで子宮頸がんとそれから乳がんのクーポンを

今発送しているということで、クーポンを発送した人は何割くらいの方がこれを使って受診を今し

てくれているんでしょうか。

○成人保健係主幹（原田知子君） 子宮頸がんのほうは20歳になりますので、 1割もいかないぐら

いの少ない人数が、まだ性交渉をしていない方は感染の可能性もないというふうに言われておりま

すので、少ない現状です。40歳の方の受診者数はすみません、すぐ手元にはないんですが、40歳の

方は受診者も関心がありますので、受診者すぐ出ませんが、後ほどお答えします。

○委員（富田まゆみ君） 同じページの 6増減理由のところの一番下に令和 2年度からは在宅療養

生活費補助もあわせて実施するということなんですが、 1件当たり大体どのくらいを考えていらっ

しゃるんでしょうか。

○健康福祉部付参与（大竹紗代子君） 一月 4万 5,000円を上限に補助をする予定ですが、対象に

なるには治癒を見込まない治療を受けている方ということで、どのぐらいの期間その方に支給が必

要になるかというのは今まだ手探りな状態ですけれども、内容は主幹がお答えします。

○成人保健係主幹（原田知子君） 内容に関しては、在宅の生活支援になりますので、ホームヘル

パーさんの介護等です。今対応できる事業所を確認し、今後事業を進めていく予定です。

○委員（勝川志保子君） 2ページになるのかな、妊婦健診ですね、ここの非常にこれがきちんと

初期段階から受け入れているかというのが大事かなというふうに思っているんですが、これを受け

ないまま出産に至るケースだとか、そういうのがないかというあたりと自己負担が今どんな感じに

なっているのかというところをもうちょっと詳しく教えていただけますか。

○母子保健係長（中山亜里君） 妊婦健診を受けずに出産に至ってしまう方というのは、ごく少数

ですけれども、掛川市にもいる状況です。ただ母子手帳の交付であったり、何らかの機会で私たち

が接している場面がありますので、受診勧奨はしていますし、受診を一度でもしてくれれば受診を

継続していただくように連絡をとったり、訪問をして適切な受診につながるような取り組みのほう

はしています。

母子手帳の交付で受診票をお渡しした後、定期的に受診を皆さんしてくれていまして、受診率と
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しては 9割強の受診がされていますので、皆さん受診を適切にして安全な妊娠経過と出産というと

ころに取り組んでくれていると思います。

費用については、病院さんによって金額が設定されるものですから、自己負担が一部発生してい

るところはあるかと思います。その金額については幾らぐらいというところまでは把握していない

状況です。

○委員（勝川志保子君） この事項別明細書のほうの収入の部分で説明がありました89ページの子

ども医療費の県の補助金の部分なんですが、ちょっとこの通院 1歳未満 1歳以上、この子ども医療

費の補助金の内訳のところでざっと出ていて、それによって 4分の 1ぐらいみたいな感じのあれで

出ていますよね。これって年齢だけですか、年齢と内訳だけでこの補助金のあれが変わるのか。

○こども希望部長(山﨑 浩君） 今の御質問のところについては、こども希望課の所管になりま

すので、またこども希望課のときに御説明させていただきます。

○委員（勝川志保子君） 3ページの 4の子育て世代の包括支援センター事業費の部分なんですけ

れども、保健センターにある部分とあと大東、大須賀のあそこの大東の保健センターの部分で何か

やっていることがあるんですか。基本的には徳育保健センターのところが所轄しているということ

ですかね。

母子保健係長（中山亜里君） 子育て世代包括支援センターの拠点としましては、徳育保健センタ

ーの中に設置されている状況となります。サテライトとして各ふくしあで子育て相談という形で半

日になりますけれども、相談日を設けて身近なところでの利用というのを進めている状況です。

○委員（勝川志保子君） やはり小さな子どもを持ちながら出かけるというのが非常に大変なお母

さんの負担、きのうの一般質問にもありましたが、負担だと思うんですけれども、この徳育にしか

ないものだから南部のほうの利用率が低いとかそういうことはありませんか。保健センターが 1カ

所、この包括支援センターが市内に 1カ所しかない状態でいいのかなというのがちょっとどうなの

かなと思ったのでちょっと質問します。

○健康福祉部付参与（大竹紗代子君） 子育て支援センターそのものは徳育保健センターにしかな

いんですけれども、そこの職員が毎月ふくしあを順に回って子育て相談をしておりますので、相談

があったりとか、不安なことがあったりというお母さんたちはそこに来てくださって相談をしてく

ださっていますので、南部のほうももちろん大東も大須賀も行っておりますし、西部ふくしあのほ

うも行っておりますので、そちらのほうにまた来ていただけるような周知もしていきたいなと思っ

ています。

○成人保健係主幹（原田知子君） 先ほどクーポンの利用率は、乳がん検診の40歳の受診は25％が
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利用がされているという現状です。

○委員（勝川志保子君） 4ページの 8の休日診療の部分なんですが、今年度年末年始のところで

中東遠医療センター、救急を受け入れないということやりましたよね。基本的に受け入れないとい

うことをしたではないですか。それのときの状態大丈夫だったのかと非常に不安だったので、そこ

の本当にそれがこの休日診療の急患診療所のところときちんと話し合いがされた上でああいうふう

になったのかというあたりとか、その実際に年末年始一番実は困ったんですけれども、年末年始そ

うなったときにどういう事態になったのかというところがちょっと説明いただきたいと思います。

○健康福祉部付参与（大竹紗代子君） 中東遠総合医療センターからは一月以上前からお話をいた

だきまして、掛川の医師会、袋井医師会もあわせて、担当者と一緒に協議をさせていただいて、ど

んな状況で進むかということを協議しまして年末年始を迎えました。袋井のほうはちょっとどうか

わからないんですけれども、小笠掛川急患診療所については、例年よりインフルエンザが余りはや

ってなかったということもありまして、穏やかに事業を運営することができました。あわせて中東

遠総合医療センターのほうにつきましても、前年より少し少ない状態でできたということで、おか

げさまでということで連絡をいただいております。

あわせて小笠掛川急患診療所のほうですが、令和元年度から事務体制を少し変更いたしました。

業者が変わったということなんですけれども、受付の体制そこがとても重要だということで、受付

をしてから会計を済ませて帰るまでのスムーズな流れができないと診療のほうもうまくいかないと

いうことで、事務の方たちと何度も打ち合わせをしてシミュレーションをして、年末年始を迎えま

したので、おおむね定時を少し超えるときもありましたが、 5時前後ぐらいで終了することができ

たと聞いております。

第４款 衛生費

〔地域包括ケア推進課、説明 11:18～11:24〕

〔質 疑 11:24～11:30〕

○委員長（窪野愛子君） 地域包括ケア推進課の平井課長、よろしくお願いします。

○委員長（窪野愛子君） ただいまの地域包括ケア推進課の説明に対する質疑をお願いします。

○委員（富田まゆみ君） 9ページの発達相談支援センター運営費のところをちょっと教えてくだ

さい。増減理由のところが相談件数がふえたということで、相談員、アドバイザー登録相談員をふ
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やしてくださったということなんですが、それぞれ何人から何人くらいでふやしてくださったのか

教えてください。

○地域包括ケア推進課長（平井幸子君） まず相談発達専門員ということで、現在非常勤で 1名職

員いるが、来年度は 2名という体制で考えております。

あと発達相談員の登録制のところなんですけれども、交流スペースのびっこに今 5登録していて、

登録した方から 2名をお願いしているんですが、この人数を 3名にしたいため、現在 5名いる登録

相談員を 7名にふやしたいと考えております。それにあわせて専門職として養護教員のＯＢにお願

いしまして、相談対応やのびっこに来ていただくことで対応していきたいと考えております。

○委員（勝川志保子君） 今の 2のところなんですけれども、交流スペースののびっこの部分はわ

かっているんですが、これのんびりる～む、成人向けののんびりる～むというのは同じ方でやって

いるんですか。それとここは小さい子たちは学校との連携になりますよね。大人の部分のところは

どういう形の連携をしながら運営しているのかを教えてください。

○地域包括ケア推進課長（平井幸子君） のんびりる～むは成人を対象に今年度から開始しました。

今年度は12月と 2月に 2回、偶数月に 1回ということで開催しております。

連携なんですけれども、成人発達障がいの周知としまして、掛川実践事業所連絡会に出させてい

ただいて、発達相談は、成人の方ものびる～むで対応しますと説明をさせていただいたり、あと講

演会も今年は成人の発達障がいを開催し、サポステのほうからの連絡をいただいたり、事業所の上

司の方からこういった方がいるんですけれども、どう対応すればいいかというような相談が入って

おりまして、そういう対応をしつつ、情報共有しながら連携をしています。

○委員（勝川志保子君） そこのところは、12月と 2月にやったよということなんですが、この予

算づけというのは、来年度はどうしていくというのがあるんですか。

○地域包括ケア推進課長（平井幸子君） 偶数月に 1回ということですので、現在のところは、今

の職員で対応するようにしていますが、参加者が今のところ 3人から 4人という参加者数ですので、

対応できていますので、今後また参加人数とか状況を確認しながら、対応人数は考えていきたいと

思っています。

○委員（勝川志保子君） (3)のところの緑化管理作業料減による減額というのが、ちょっと気に

なるんだけれども、私あそこの希望の丘のところの芝生であるとか、非常に素敵だなというふうに

思っていて、いろんな事業所さんがあそこの芝生のところに来て、本当に遊んで、子供たちも来て

いるし、大人も利用しているし、はるかぜさんも利用していていいと思うんですが、これの作業減

は大丈夫ですか。
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○地域包括ケア推進課長（平井幸子君） 希望の丘の桜が、最初の頃まだ若かったものですから、

根が十分張らずに、水やりに結構手間がかかったということで、希望の丘もできてもう何年かにな

りますので、桜の根がしっかりついてきたということで、水やりの需要量が減ったということでこ

れだけになっています。

○委員（藤原正光君） 経営方針のところの一番最後、希望の丘事業所の災害時の協力体制づくり

を進めるとあるんですけれども、これ希望の丘推進事業費の中にもうそれが含まれているというこ

とでいいですか。

○地域包括ケア推進課長（平井幸子君） 現段階では、今、話合いの段階ですので、あくまで各施

設間と協力しながらというところでありますので、含まれていると考えていただいて結構です。

第３款 民生費・第４款 衛生費

〔福祉課、説明 11:30～11:47〕

〔質 疑 11:47～12:10〕

○委員長（窪野愛子君） 福祉課の原田課長、よろしくお願いします。

○委員長（窪野愛子君） ただいまの福祉課の説明に対する質疑をお願いします。

○委員（藤原正光君） 説明書の14ページの 8番上の重度障がい者タクシー料金助成事業のところ

で教えてもらいたいんですけれども、この中にデマンド型乗合タクシーも入っているんですか。

○福祉課長（原田陽一君） デマンド型の事業者については入っていません。

○委員（藤原正光君） 同行援護なんかのヘルパーさんが乗れないとかという問題というのはその

デマンドだけで、こっちのほうは別に問題ないんですか。

○福祉課長（原田陽一君） 問題ないということでございます。

○委員（勝川志保子君） 6の宿泊を伴う自立訓練事業者増加ということですけれども、この宿泊

型の自立訓練というものは、実際にどういった場所で行われていて、それとこの 5の関係です。こ

の自立訓練をする場所とこの 5にある福祉サービスとして、一緒に生活できるという場所とはまた

全然別の場所なのか、ちょっとお教えいただきたい。

○障がい者福祉係長（荒木良和君） 今、御質問頂きました 6番のほうの宿泊型自立訓練なんです

けれども、こちらにつきましては、主に精神科病院に長く入院された方が、一般の生活に移行する

までの一時的な訓練機関になります。この辺ですと小笠病院の横にそういった専門の施設がありま
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して、そこに通って訓練を受ける方と、泊まり込みで訓練を受ける方がいます。利用できる期間が

原則 2年間ということになっております。

5番の短期入所につきましては、基本的には通常在宅の生活をしておりまして、御家族等が介護

をしているわけなんですけれども、御家族の急病等に伴って一時的に家での介護ができなくなった

場合に、 1日、 2日その専門の施設に泊まるというものになります。

○委員（勝川志保子君） 5の部分の短期入所ではなくて、きちんと重度の方が入所できるという、

そういう施設についてはどうなっているんですか。

○障がい者福祉係長（荒木良和君） ただいま説明にはございませんでしたけれども、障がい福祉

サービスの一つに、施設入所支援費というものがありまして、おおむね 100名の方が今もう入所を

されておりまして、それに対する給付費の支払いをさせてもらっています。

○委員（勝川志保子君） この 7日を超えて短期入所を利用する方が増えているということは、本

来、長期的に入りたいよという需要に見合わないもんで、やむを得ずこの短期を利用しているとい

うことではない、そういうことではないんですか。

○障がい者福祉係長（荒木良和君） 御指摘のように、通常、短期入所につきましては、月 7日以

内というお願いをしているんですけれども、中にはもう毎日短期入所施設を利用して、入所と同じ

ような形態で過ごされている方がいます。その理由としましては、介助されている方が一時的に入

院等をされてしまって、本来であれば入所ではなくて、介助者さえいれば在宅生活ができる方が一

時的に介助者がいなくなってしまったんで、1か月、2か月という短期間に限って短期入所施設で生

活している方と、もう一つは、やはり入所施設が今どこもいっぱいでして、待機待ちの状態にあり

ます。今現在、掛川市ですと25人ぐらい待機待ちをしているような状況ですので、本来であれば、

施設入所を希望しているんですけれども、その空きを待つためにこの短期入所で長い期間過ごされ

ている方もいます。

○委員（松本 均君） 関連と言えば関連なんですけれども、これ掛川東病院の話ですよね、違う。

○障がい者福祉係長（荒木良和君） 掛川東病院ではないです。

○委員（松本 均君） ちょっと掛川東病院に聞いたのは、空いていて、そこになかなか入れない

んだけれども、高齢者の方も結構入っちゃって、障がい者まで回らないというようなことを聞いた

ことあるんですけれども、それは関係ない。

○障がい者福祉係長（荒木良和君） 掛川東病院につきましては、昨年10月から地域包括ケア病棟

というものができまして、そちらで障がいのある方についても受け入れてくれるということで、今、

掛川東病院さんと連携しながら、受入態勢を整えているわけなんですけれども、そちらにつきまし



- 10 -

ては、主に医療的ケアの必要なお子さん、特に重度の方で医療的ケアの必要なお子さんというのは、

この辺りで受入施設がないものですから、皆さん浜松だったり静岡まで行かなきゃいけない。そう

いった親御さんから、何とかこの近くで受け入れてほしいというような御要望を頂いていく中で、

掛川東病院さんの中で受入れができないかというような、今調整をさせていただいております。

ただ、実際、体験的に使おうというような話まで今進んでいるわけなんですけれども、ちょっと

年明け以降に体験的に使おうという話の中で、ちょっと掛川東病院さんの中でインフルエンザが蔓

延してしまった、その後でちょっと高齢者の利用が増えた、また、今コロナウイルスの関係でとい

うのがあって、なかなか体験に進めていない状況ですけれども、障がいのある方、医療的ケアのあ

る方の受入れについてお願いをしているところです。

○委員（松本 均君） ということは、それが夏以降というか、秋からはまたスタートする、増え

ていく。

○福祉課長（原田陽一君） 今、荒木のほうから説明がありましたとおり、今年度の秋口から一応、

掛川東病院さんとぴのほーぷさん、福祉課と、それぞれ看護師長や施設長等役割の重い方々も出て

きていただいて、それぞれ施設見学したりだとか、どういった方々のケアが必要かというのも、病

院側もそれぞれのケアの必要な方々の姿を見に来たり、逆に施設側ももし入院するとしたらどうい

う病棟なのかというのを見に行ったりと、そういう交流もしながら、もうちょっと早めに進めたい

とは思っていたんですが、先ほど話ありましたとおり、いろいろ病気が蔓延したり、高齢者が入所

して空きがなかったりという状況がありますので、それこそもう毎月そういった形で話合いも継続

しています。できるだけ早くそういった実現になるようにという思いで、今、三者で検討を繰り返

している状況でございます。

○委員（松本 均君） ここに書いてあるとおりだと思うんですよね。風邪を引いたり、どうして

もということでお願いするところが待機で25人、その都度こうやって普通変えないですよね。なの

で、長くいらっしゃる方ももちろん理解しているんですけれども、なるべくローテーションなり、

ああいったところを探していただいて確保する、病院によっては、空きだったらほかの人を入れち

ゃうというようなことも聞くもんですから、もう障がい者用の確保をしておいていただかないと、

やっぱりいざというときにこれ使えなくなっちゃうと思うんですよね。病院が民間ですので、入れ

ちゃうのは分かるんですけれども、うまくその辺を回せるような格好を取ってほしいなと。お願い

です。

○福祉課長（原田陽一君） 今委員さんおっしゃるとおりで、うちのほうとしても、たとえ 2ベッ

ドでも障がい者用にという形で確保できればという思いもあります。掛川東病院さんも新しくそう
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いうセクションができたということで、より前向きに取り組みたいという思いもあったもんですか

ら、そこにうちのほうもうまくかみ合って、じゃということで、リハビリも一生懸命、掛川東病院

さんされていますので、特にそういう医療ケアも必要なんですが、入院した後に医療的なのと合わ

せて、リハビリももし受けられれば入院される方もいいよねという話も話題としては出ながら、今

進めています。いい方向に進めていきたいと思っています。

○委員（藤原正光君） 説明書の10ページの 1つ目の事業のほうで、地域福祉活動推進管理費の中

で、今回、新規事業のひきこもり対策推進事業というものは、44万 8,000円で最初載っていたんで

すけれども、これ協議会を設立していくということなんですけれども、どんなメンバーで設立して

いくのか、教えてください。

○福祉課長（原田陽一君） いわゆる現場サイドの実際にそういうケアに当たっていらっしゃる方

々が集まるような話合いというのは、既に社会福祉協議会が中心となった形で、ひきこもり者支援

検討連絡会という形で行われていますので、そこら辺の現場サイドからの問題だとか、もうちょっ

と大きい意味でここが改善されるとうまくいくというようなところを話し合うような、それぞれの

セクションの上層部の人たちが集まって、大きくこういうふうに方向転換していこうとか、そうい

うような話合いをまず持ちたいという思いがありますので、子どものほうでいう要対協の方々みた

いな形で、それぞれの施設長や警察関係だとか、西部民生事務所ですとか、児童相談所だとか、い

ろいろな関係の部署の人たちが集まろうということになっています。まだそれこそ確定でどんなメ

ンバーでというところまではまだ固まっていなくて、そこら辺も併せて、今年進めていきたいと考

えています。

それと、いろいろそういったフォーラム的なものですとか研修会も併せてやっていきたいという

ことで、副市長のほうも一緒に入っていただいて、副市長のほうと相談しながら、今、来年度きち

んと進めていこうという方向で考えております。

○委員（藤原正光君） 事業の中で、先進地視察とかも考えているようなことを書いてあったんで

すけれども、ひきこもり対策されてる先進地は、もうどこか決まっているんですか。

○福祉課長（原田陽一君） 実はなかなか予算が、旅費がつかないところがありまして、来年度、

思い切ったところまで何人も行けるとは、ちょっと予算立ては難しいかなとは思っていますので、

県内でももう取りかかり出しているところもありますので、県内、もしくは近県でとりあえず見さ

せていただいて、場合によっては 1人でもどこか先進地視察ができればという思いでおります。な

かなか一遍に、じゃ行きましょうという声もあったんですが、予算がちょっと難しかったというの

が正直なところです。
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○委員（勝川志保子君） 15ページの11、めばえのところとかなんですけれども、毎日通う毎日通

園、週 1日だけめばえに行く並行通園ということでこうやっているんだよということなんですが、

本当にこのめばえがいっぱいになっている状態というのはあると思うんです。本来、毎日通園しな

くてはならないのに、並行通園になっちゃっているよという子どもたちの数とか、今実際のところ

は本当に何人ぐらいのお子さんが、やむなくという形でやっているのかというあたりを少し教えて

ください。

○障がい者福祉係長（荒木良和君） めばえの利用につきましては、毎日通園にしましても、並行

通園にしましても、就園支援委員会という特別な組織を組みまして、その中でこの子はめばえの利

用が適当だということを決めさせてもらっています。なかなか小さいお子さんですので、毎日が適

当なのか、並行が適当なのかというのは分かりにくいところがあるんですけれども、今年度の就園

支援委員会において来年度の利用者を決めるんですけれども、その今年度の就園支援委員会の中で

は、毎日通園を希望された方は、何とか全員毎日通園につながったということになります。ただ、

めばえの毎日通園につきましては午前 9時から午後 2時までの療育時間になっておりますので、例

えば両親共働きで午後 2時以降見ることができない、保育園を希望しているようなお子さんについ

ては、本来、お子さんのことを考えれば、毎日通園が適切であっても、保護者が望まずに並行通園

になってしまうといったケースも見受けられます。

○委員（松本 均君） ちょっと話が変わっちゃうかもしれないですけれども、第 3めばえの話も

あって、並行通園とか地域の保育園や幼稚園にと考えると 2つあると思うんですね。第 3めばえも

いいんですけれども、それは考えていればいいと思うんですけれども、地域へなるべく行ってもら

うといったらおかしいですけれども、受け入れるという体制と、市はどっちを思っているのか。何

か造るのは造るでいいんですけれども、どうも地域へはなかなか入りにくいよというのがもちろん

あるとは思うんですけれども、受入れも大変だというのはわかるんですけれども、見ていると、ど

うも待機児童というか、まだ第 3めばえできないんで待機児童にしておいてというようなところも

見えちゃうんですけれども、もっと力強くというか、もっと地域へ子供さんを預けてもらうとかと

いう方向になるのか、その辺ちょっと部長か課長か、方針的にどっちなのか教えてもらいたいなと

思うんですけれども。

○福祉課長（原田陽一君） やっぱりそれぞれニーズがあります、先ほど荒木の話じゃないですけ

れども、めばえは東遠学園さんのほうでやっぱり毎日通園ということで、できれば親御さん、お母

さんなりが見てもらいたいけれども、その指導的な形でめばえのほうで預かる時間も持つよという

ようなところがあるんですが、やはり保育ニーズの今の増大の中、そういうお子さんお持ちのお母
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さん方も働きたいニーズも膨らんできていまして、その方々が、じゃ、午前 9時頃から午後 2時頃

預かるめばえさんの預かりがというよりは、在園しながらという方向性を望む方もいらっしゃった

りして、その辺を当然うちのほうも、東遠学園さんとも話ししたりはしているんですけれども、で

きれば、在園しながら専門的なケアも受けられるし、親御さんも長時間預けられれば、親御さんに

とってはベストなのかもしれないですし、それがお子さんにとってどうかというところは難しいと

ころもありまして、方向性としては、第 3めばえができたとしても、親のニーズに合わせた時間を

どうするかというところはまた出てきたりするのかなという問題もあって、ちょっとすみません、

また話まとまらなくなっちゃったんですけれども、お子さん中心で言えば第 3めばえでというのが

いいのかと思うんですが、お母さん方のニーズで言うと、長時間預かってもらいながら、その中で

お子さんの専門的なケアも受けられればというニーズもあったりして、在園型がいいのか、めばえ

等に専門的なところへ短時間でありますけれども、預けるのがいいのかというところが、ニーズと

難しい今状況かなという思いはしながら、両方充実してほしいということで、今、話している状況

なんですけれども。

○委員長（窪野愛子君） それぞれの意向もあるものだから、またじっくりとよりよい方向にお願

いしたいと思います。

○委員（勝川志保子君） まず13のこの補正予算のときにもちょっと言ったと思うんですけれども、

放課後デイサービスの社会福祉協議会がやっているところの予算額の減額の部分なんですけれども、

ここのはるかぜだとかかざぐるまだとか、そういったところに行っている子どもたちが実際にほか

の市内にあるデイサービスで受け取ってもらえるという条件があるのか。結構重たいタイプの子た

ちを加配があるところで預かっているということはあると思うんですよ。そこのとこは本当に大丈

夫なのかという、この予算づけをしたときに困る子はいないかを聞きたいんです。

○障がい者福祉係長（荒木良和君） 発足より社会福祉協議会におきまして、はるかぜ、かざぐる

ま、みなみかぜの 3つの放課後デイサービス事業所を運営していただいているわけなんですけれど

も、そこの 3事業所がほかの民間事業所と比べて特別に障がいの程度の重たい子を受け入れてくれ

ているというわけではございませんので、ほかの民間施設でも十分受け入れることは可能だと考え

ております。

あと、今 1人のお子さんについて、 1か月23日まで使うことが可能なんですけれども、 1人の方

が 1つの事業所で23日使えるということはほぼありませんので、 1人の方が複数の事業所、 2つ、

3つの事業所を曜日によって使い分けている現状があります。ですので、例えばはるかぜにおきま

しても、はるかぜだけというわけじゃなくて、月、水、金がはるかぜ、火、木は民間の別の事業所
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という形で、いろいろなところを使い分けておりますので、はるかぜでなければだめということは

決してございません。

○委員（勝川志保子君） 15の生活保護費の部分、一般質問でも質問させていただいたんですが、

ちょっと通告外ということで、きちんとしたお話がもらえなかったんですけれども、この生活保護

受給率というのが非常に低い、全国の 6分の 1しかないというようなこの状態自体は、これでよい

という予算、そんなに変わっていないので、これから増やしていかなきゃいけないという意識では

なく、今の状態で生活困窮、この16の部分の困窮者自立支援にも関わりますけれども、つながって

いるんだという認識を福祉課としてしているのかどうか、ちょっとそこだけ教えてください。

○福祉課長（原田陽一君） 相談件数と実際の受給者の数の乖離がというふうなお話が一般質問の

ほうでもあったかと思いますけれども、うちのほうとしては、相談に来た際には、生活困窮だけで

はなくて、いろいろな相談で来ますので、受付の段階では様々なお話をまずお聞かせ頂いて、その

中で何が必要なのかを、その後からこちらから問いかけていくような形で受けています。職員のケ

ースワーカー等を含めて相談員という形でも、ケースワーカー六、七年経験されたベテランの職員

と、社会福祉士、精神保健福祉士を持っている職員も相談員としておりますので、そういった職員

が複数名で対応しながら相談を受けて、その中ですぐに就労したいんだけれども、解雇されちゃっ

たもんだから、住むところも一緒になくなっちゃったというような方については、家賃補助と併せ

て就労支援をしたりだとか、もうすぐさま職場と住むところセットで支援してもらえるようなとこ

らを紹介したりとかというケースもありますし、生活が困窮してという話があれば、すぐに生活保

護手引のほうで説明を 1つずつ丁寧にさせていただくという形でつながせていただいていますので、

決してなかなか出さずに生活保護につなげていないという思いは、担当レベルではありません。委

員さんのほうからお話ありました、早速カウンターのほうに手引書のほうは配置させていただいて

います。よろしくお願いします。

〔 休憩 12:10 ～ 12:58 〕

第３款 民生費

〔長寿推進課、説明 12:58～13:11〕

〔質 疑 13:11～13:27〕

○委員長（窪野愛子君） 長寿推進課の山田課長、よろしくお願いします。
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○委員長（窪野愛子君） ただいまの長寿推進課の説明に対する質疑をお願いします。

○委員（勝川志保子君） 20ページの 2番、配食サービスのことについてちょっとお伺いします。

これ高齢者の単身の場合と、高齢者のみの方々にということなんですが、そうすると、この高齢

者のところに自分がいる以外の、自分以外のところにいる人も高齢者だった場合には、この配食サ

ービスは受けられるというシステムですか。高齢者だけで暮らしている世帯であれば、独居でなく

ても受けられるサービスということでしょうか。

○長寿推進課長（山田光宏君） 高齢者のみの世帯で、調理とか、あと買い出しが困難なお宅にな

ります。

○委員（勝川志保子君） 困難という、そのほうはどうやって基準的に判断されるのか。

○長寿推進課長（山田光宏君） 調理をすることができないとか、もしくは買いに行くことができ

ないと、そういったことになります。

○委員（富田まゆみ君） 19ページ、 1つ目の高齢者緊急通報システムのところで教えてください。

こちらのほうが今回、保守点検料とか設置28台を見込んでおりますが、実際に今まで設置したお宅

でどのくらい利用が、何％くらい、何回というか、されていますでしょうか。

○長寿推進課主幹（松永 都君） 本年度なんですが、連絡をした方は11件あります。11件ありま

すが、10件は誤報でしたので、 1件が家族に連絡がついて救急車で搬送されているという結果にな

っています。

○委員（草賀章吉君） 22ページ、老人クラブ育成事業費、事業はいいんですけれどもね。どんど

んクラブ数が減って、余り工夫がないなと思っていつもいるんですが、60歳以上に限るというんだ

けれどもね、ほとんど実態としてはこんな人入らないですよね。もう今だったら70以上、75歳以上

ぐらいでもいいと思うんですけれども。それとかね、新しい地域で高齢者のそういうクラブをつく

ってくださいというようなね、新しいものをつくらせるというのも、やっぱり手があると思うんだ

よね。何か少しそういうアイデアをつくっていただいて、90歳のおばあちゃんもいるようなところ

へ65歳とか70歳の人が入るわけないのでね。それはそれとして、よしとして、やっぱりそういうコ

ミュニティーも大事なので。少しね、新しいクラブでもいいよと、70歳でも75歳以上でそういうク

ラブつくってくださいとか、こういう仕組みを何か少しやっていただいたらいかがかなと思うんで

すけれども、どうでしょうかね。

○長寿推進課長（山田光宏君） その辺りまた研究させていただきたいと思うんですけれども、中

には新しく立ち上げたいというところも出てきて。今回区長会を通じてアンケートを取った中でも、

新しく組織したいという相談がありましたので、そういったところも、本当に小まめに相談をして、
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できるだけ仲間に入っていただくような形で進めていきたいと思います。

○委員長（窪野愛子君） ここにおおむね60歳以上がもう高齢者と、高齢者の定義というのは60歳、

65歳だと思うんですけれども、いかがですか。

○長寿推進課長（山田光宏君） 通常65歳になっているわけですけれども、実際に60歳超えたらす

ぐに呼びかけて入っていただいているクラブも幾つかはあるんですけれども。

○委員（富田まゆみ君） 20ページの 3番目なんですが、社会福祉協議会に委託をしている高齢者

生きがい活動支援事業費なんですが、 700人が利用で、延べもう 1,200人ぐらいになっているんで

すが、この15カ所大体どんなところというのと、それから、健康講座とか教養講座とか趣味活動と

いうのは、社会福祉協議会がもう完全主体でやっているのか。次の老人福祉センターともちょっと

関わってくるんですけれども、そういうところにスマイルステップの人が行ったりとか、筋ちゃん

体操の人が行ったりとか、何かそんなふうにしているんでしょうか。

○長寿推進課長（山田光宏君） まず実施箇所なんですけれども、掛川区域については東部ふくし

あと桜木いきいきセンター、この 2カ所が主になります。大東区域については11カ所で行わせてい

ただいていまして、山王荘含めていろいろ11カ所、小まめにやっているような形になります。大須

賀区域については大須賀老人福祉センター、それから大渕の農村環境改善センター、こちらの 2カ

所で、合計で15カ所になります。

○予防支援係長（水谷真名美君） 講座の内容についてですけれども、先ほどおっしゃっていただ

いた筋ちゃん体操との連携というところですけれども、健康講座とかで、保健師であるとかふくし

あ健康相談を同時に開催することもありますし、そちらのお出かけ講座だったり、自立体力トレー

ニングも掛川区域では取り入れたりしておりまして、筋ちゃん体操のボランティアになる方々の育

成の場としても実習をさせてもらったりということで、連携を図っております。

○委員（勝川志保子君） 関連して、この高齢者生きがい活動支援とかというところが非常に大事

な部分であることは承知しているんですが、前回の一般質問の中でも聞いたんですけれども介護認

定を受けていても、要支援であるとか要介護 1ぐらいの軽いタイプの方たちというのは、大勢いら

っしゃって、その方たちというのは本当にうまくやっているというかね、いい感じに生活支援なん

かを受けながら、生活が自立して行えるようになっているというふうに私は思うわけです。この介

護保険サービスを使っていないけれども、こうした生きがい活動には参加している方たちで、本来

であれば介護保険につないでいったほうが住宅改修だとかにつながる方たちっているんじゃないか

というふうに思うわけなんですけれども。そこら辺の何ていうのかな、探し出してつなげていくよ

うな活動というのはこの中には入らないんですか。
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○予防支援係長（水谷真名美君） 生きがいデイサービスのスタッフと地域包括支援センターの職

員との連携も、例えば東部ふくしあでいうと同じ建物にいたりします。大須賀も同じ地域にあると

いうところで、ちょっと体力的に落ちてきたなとか、認知症が進んできたのではないかという方に

関しては、包括支援センターへ連絡をさせてもらって、そちらでまた様子を見る中で、その次のサ

ービスへ移行するというような形を連携を取ってやっております。

○委員（勝川志保子君） またがるような感じになるんですけれども、24ページの11の大東福祉会

とかおおすか苑、かけがわ苑のこの介護施設の部分と、ここのところというのは今、要介護度が 3

以上の方たちですかね、入所ができるのって。 1、 2の段階でも使えているのかどうかというあた

りと、なぜそんなことを言うかというと、この間、ききょう荘ね、去年見せていただいたときに、

ききょう荘自体はバリアフリーになっていなくて、本来は介護保険の認定を受けている方たちが生

活しやすいスペースにはなっていないと思うんですよね。だけれども、とりあえずききょう荘にい

て、介護保険を利用して通所しているというような方もいらっしゃったんですけれども、そういっ

た方たちが介護施設のほうに回ることはできないのかなというあたりをちょっとお聞きしたいんで

すが。

○長寿推進課長（山田光宏君） 養護老人ホームのききょう荘と小笠老人ホームにつきましては、

基本的には自立していらっしゃる方で、ですが、いろいろ経済上とか家庭的な問題があってという

方が入所されているんですけれども。そちらに入所されている方が例えば介護度が 3以上になって、

介護保険施設のほうへ移られるというケースは通常あります。

○委員（勝川志保子君） 1、 2について。

○長寿推進課長（山田光宏君） 1、 2の方については、いらっしゃる方もいますね、養護老人ホ

ームに。

○委員（勝川志保子君） なので、その 1、 2の方が特例ありますよね、 3というのが一応の基準

になっているんだけれども、要介護の 1、 2の方でも入ることを絶対駄目という規定ではないはず

なんですよ。そういう規定の中で、この11のところの介護施設に措置することはできないのかとい

うことなんですが。

長寿推進課主幹（松永 都君） 養護老人ホームには、介護度１、２の方も措置入所されています。

養護老人ホームに入所されている方は、今、課長から説明があったように生活自立されている方と

いうのが基本ですが、施設の職員から相談があれば、障害者加算をつける等の対応をしているのと、

利用者については自立できているかどうか職員が施設に出向いて確認をし判断はさせていただいて

おります。特別養護老人ホームを希望される介護度１、２の方については、特例入所があり、その
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条件に当てはまれば、入所対象になります。

○委員（富田まゆみ君） 23ページ、 8の敬老会事業費のことなんです。先ほど草賀委員のほうか

ら、老人クラブのところはいわゆる75歳以上でもいいんじゃないのというようなお話があったんで

すが、敬老会のほうも段階的に年齢を上げて80歳にはしていますが、多分、昨年もちょっとお話し

しましたが、なかなか自分は元気だから、敬老会に行くということで自分を高齢者にしたくないみ

たいな、まだとても元気なのでというようなことを考えていくと、去年あたりまでにアンケート調

査などを行って敬老会自体をどうしようかというのを進めてきてくださったんですけれども、そう

いったことも含めて、もう 1つ、例えばやり方を今までと同じように 2,500円のものをあげるとい

うんじゃなくて、内容についても検討とかというのを今後される予定はありますか。

○委員長（窪野愛子君） 区長会のほうでアンケートを取られて、やったほうがいいという結論じ

ゃなかったでしたか。その辺ちょっと確認ですけれども。

○長寿推進課長（山田光宏君） 年齢の引上げについてですか。

○委員長（窪野愛子君） そうですね、それもそうだし、敬老会そのものもね。

○長寿推進課長（山田光宏君） 年齢の引上げについては、受け入れていただいたんですよね。

それで、もう一つのところが何でしょうか。

○委員（富田まゆみ君） その運営についても、中身についても、もちろん地区によってやってい

ることは違うと思うんですが。何か例えばこういった 2,500円分の受診券に代えるとか、何かそん

なようなことを考えたりとかということはないですか。

○委員長（窪野愛子君）それも全部区長会任せてきているところもあるもんですから、よろしいで

すか。

○委員（富田まゆみ君） はい。

第３款 民生費

〔国保年金課、説明 13:28～13:33〕

〔質 疑 13:33～13:41〕

○委員長（窪野愛子君） 国保年金課の佐野課長、よろしくお願いします。

○委員長（窪野愛子君） ただいまの国保年金課の説明に対する質疑をお願いします。

○委員（勝川志保子君） 1番目の国民年金の事務費のところからお願いします。
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法定受託事務であってね、これは全部、国からきているんだよということだったんですが、私も

年金のことが国保年金課に行っても処理できない状態だということを今年度経験して、あれという

ことを思ったりしたんですけれども。国民年金の窓口が市のあそこの市役所のところにも年金の窓

口としてあるわけなんですよね。だけれども、事務としては国民年金の事務所に行かないとできな

い、分からないことがあるということになっちゃっているわけですよね。そのつなぎのところがこ

の 2人いる人件費のところでは回らない、そこをその 2人ではきちんとつないでいくことができな

いということなんですかね。

○国保年金課長（佐野孝芳君） 先ほど申しましたとおり、法定受託事務ということで掛川市は国

民年金の事務を受けております。受けている範囲は、書類の窓口の受け取りが主になります。その

中に付随して簡易な相談業務がありますが、年金機構からの年金事務所があくまでもメインの事務

所となっておりまして、うちの窓口はそれを補完する来客からの書類のやりとり、そういうものを

受けているということで御理解を頂きたいと思います。 100％うちの窓口でお答えできるというこ

とにはなっていないということでご理解をお願いしたいと思います。

○委員（勝川志保子君） 本来受け取らなければいけないものが受け取られなかったこともあっ

たし、市民にしてみたら、ここが窓口だと思うわけですよね。だから、そういうのがちゃんとつな

がるようにするには、もっと年金事務所との連携というか、そこがきちんとしないと、実際には無

理なのかなという、ある意味がない、市役所にここの窓口にある意味がなくなっちゃうなと感じた

んですけれどもね。もうこれ以上は無理ということですよね。

○国保年金課長（佐野孝芳君） 書類の受渡しに不備があったということであれば、誠に申し訳ご

ざいません。うちの窓口職員の対応が思わしくなかった可能性はあります。十分、年金事務所と連

絡を取り合って事務をやっておりますが、やはり最近、大分難しく一人一人個人ごとに違う件があ

りますので、そういう場合には年金事務所と連絡を取り合って、うちの窓口で対応していきたいと

思いますが、何分、難しい部分がありますので、お時間を頂いての回答になろうかと思います。そ

の点については、申し訳ございません。なるべくこちらの窓口で対応できるようにはしていきたい

と思います。

○委員（勝川志保子君） 2番目の国保への繰出金のところなんですけれども、前年度に比べてこ

の繰出金が減っているよということは、これは国保会計の中で負担がもっと多くなるよということ

であるのか、人数が減ったための予算額の減なのか、どういうふうに考えたらいいんですかね。

○国保年金課長（佐野孝芳君） 39ページのナンバー 2のところの御質問で、主な予算のところの

一番右側に三角印がついているところのことの御質問だと思います。上から 2番目から 5番目、国
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保財政基盤安定分の医療分から保険者支援分までのマイナスにつきましては、まず、医療分から後

期、介護分までの 3つについて、これについては被保険者の減と所得割の増、所得割が若干増えて

いるものですから、それによる軽減に対する補塡になります。ということで、こちらについては被

保険者の減と所得が若干増えたことによる減です。

その下の国保財政基盤安定分の保険者支援分につきましては、高齢化率に対する補塡になります。

これについては、被保険者数の減が純粋に減少につながっています。

その下の出産育児一時金につきましては、これは単純に出産の件数の減です。

○委員（勝川志保子君） これつけ加えますと、所得割増の分と被保険者減の分というのは、行け

ば明細が分かりますか。

○国保年金課長（佐野孝芳君） その明細は分かりません。全体での計算で、その中の計算を国へ

送って返ってくるものですから、申し訳ないですが、こちらではその明細までは分かりません。

○委員（藤原正光君） 経営方針で、正確な事務処理によって苦情やヒューマンエラーを防止する

と出ているんですけれども、これは結構市民からの苦情というのは出ているんですか、ヒューマン

エラーというのは。

○国保年金課長（佐野孝芳君） 単純なこちらのミスでということでいえば、申し訳ないですけれ

どもやはりゼロにはなっていないです。受け取った書類をもらった中で記載が足りなかったために

改めてもう一度書いていただく。それとか、本人が書いていただいたもので、本人の記載ミスが確

認できずに、振込先の口座が番号が違って、そのときに払い込めなかったということで、振り込ま

れる予定が 1カ月遅れてしまうということもあります。ですので、チェック体制は、通帳なども確

認はしているのですが、やはり一桁違うだけでもお金が振り込まれませんし、この頃振り込め詐欺

なんかで電話で確認しても、その場でお答え頂けずに時間がかかってしまったりということで。も

うちょっと窓口でしっかり確認しないといけないとか。ちょっと例として余りいい例じゃなかった

かもしれないんですが、チェックをもうちょっとしっかりしないといけないなというのがあります。

○委員（藤原正光君） 対策というのは、確認をもう一度するということ。

○国保年金課長（佐野孝芳君） 二重チェックをかけたり、非常勤職員が窓口で確認し、正規職員

がもう一度チェックをかけたり、いろいろな対策は取っていて、件数は減らすように努力はしてお

ります。

第３款 民生費・第４款 衛生費・第10款 教育費
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〔こども希望課、説明 13:46～14:01〕

〔質 疑 14:01～14:13〕

○委員長（窪野愛子君） こども希望課の沢崎課長、よろしくお願いします。

○委員長（窪野愛子君） ただいまのこども希望課の説明に対する質疑をお願いします。

○委員（勝川志保子君） 50ページの 1からまず聞きます。

要保護児童の早期発見及び適切な保護ということで予算がされているわけですけれども、本当は

要保護児童自体が非常に少ないと思うんです。要保護になっている子供たちの数が掛川市の場合、

本当に少ないなというふうに感じているんですけれども、この要保護児童、本当にここにつなぐと

ころの予算というのはちゃんとされているんですかね。早期発見というところをどんなふうに。

○こども希望課長（沢崎知加子君） ここで言う要保護児童というのは、生活保護の対象になって

いるということではなくて、児童虐待を受けていたり、不登校だったり、何らかの事情で見守りや

支援が必要なお子さんを一つのくくりで要保護児童と言っています。そこは漏らさず把握するよう

に、園や学校とも連携をしていますし、関係機関とも連携を取っております。 5月から毎月、関係

者の関係する会議を開きながら、今抱えている施設入所、それから在宅でいらっしゃる方のケース

については、関係機関が全部情報共有をするような形を取っています。漏らしていないと認識して

いますし、継続が必要なケースは、継続的な見守りをしており、対応ができていると考えておりま

す。

○委員（草賀章吉君） 今の件ですね、そのシステムは県内というか、それとも県外まで及んだネ

ットワークになっているのか。

○こども希望課長（沢崎知加子君） これは、自治体向けの総合福祉のシステムで福祉課で既に導

入をして、別の事業で使っているものへ児童家庭相談システムを導入することになります。掛川市

のようにエクセルで管理している市町も結構あります。いろいろなシステムがあるので、どれを導

入しているかということもありますが、近隣では、焼津市や藤枝市など、何市かはもう既に導入済

みですので、そこの話を聞きながら、県等との連携も取りながらの導入をさせていただきたいと考

えております。

○委員（勝川志保子君） 52ページの 5番のところの保育補助者の雇い上げですね。ここの補助者、

結局、保育士の資格は持っていないよという方の導入ということだと思うんですが、これは何園で

何人ぐらいあるかというのが、認可園も含めてこれを導入しているんですということでしたね。

○こども希望課長（沢崎知加子君） 平成31年度の実績ベースの見込みでいきますと、保育補助者
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の雇い上げ、保育体制強化が 3園で実施をしております。それから、保育補助者の雇い上げ強化事

業は 7園で予定をしております。この方たちは保育に参加するということではなく、保育者がいろ

いろやっている雑務のところを担っていただいているというようなところ。また、将来的に保育士

の資格を持とうとしている人についてもここのところで雇っているというような現状があります。

○委員（藤原正光君） まず、52ページの 5番の同じところの待機児童解消対策費のところなんで

すけれども、保育士不足の解消対策というのはどこを見れば、対策費がどのぐらい予定しているか

というのが出ていますか。

○こども希望課長（沢崎知加子君） 保育士不足は、この後のこども政策課の予算にもついている

助成事業があります。ここの中で言うならば、今、勝川委員から御質問がありました保育体制強化

事業費補助金と保育補助者雇上強化事業費補助金が、保育士の負担を軽減することによる離職防止

につながっていると考えています。

○委員（勝川志保子君） 53ページの 6のところの預かり保育料の助成費、認可外保育施設等の利

用給付費、ここの部分が市の単独のお金になるということですよね。

○こども希望課長（沢崎知加子君） 預かり保育料助成費は市の単独事業で、認可外保育施設等利

用給付費以下の事業は、国の制度に基づくものです。

○委員（藤原正光君） 貧困対策費もこども政策課ですか。

○こども希望課長（沢崎知加子君） 貧困はこども希望課になります。

○委員（藤原正光君） 223ページ、事項別明細書のね。児童福祉推進費の子どもの貧困対策事業

費でちょっと教えてもらいたいんですけれども、コーディネーターというのはどんなコーディネー

トというか、前回、昨年の予算だと、子どもの未来の応援事業費としてコーディネーター賃金とい

うのが出ているんですけれども、それが今回この貧困対策事業ということで、同じ事業に当てはま

るということの理解でいいですか。そこの説明を少し頂けるとありがたいんですけれども。

○こども希望課長（沢崎知加子君） 今回、今まで非常勤職員と言われていた職員の賃金が会計年

度任用職員という形に変わりました。子どもの未来応援コーディネーターは専門職ですが、非常勤

の職員ですので、予算のつけ方としては報酬等ということになっております。

○委員（藤原正光君） 昨年の賃金から報酬に変わった何かあるんですか。

○こども希望課長（沢崎知加子君） これは市全体のことで、今までの非常勤職員が全てそのよう

な形に変わりました。何らその職員の雇用形態とか条件が変わったりとか、そういうことはなく、

社会福祉士の資格を持った者が継続してコーディネートに当たります。

○委員（藤原正光君） 雇用形態は変わっていない。
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○こども希望課長（沢崎知加子君） はい。

○委員（勝川志保子君） 54ページの 8番のところの私立幼稚園等一時預かり事業委託料というの

が 670万増えていると。ここの部分についても、一時預かりを幼稚園のほうで増やしているという

ことなんですかね。

○こども希望課長（沢崎知加子君） ここは一時預かりという言い方をしていますが、幼稚園に入

園している子供さんについて、夕方の預かりをしているところがこの中に入っています。今回の無

償化に伴い、お勤めをしたいといって、預かりを希望している方が全体的に増えており、ここの予

算が増額になっているということです。

○こども希望部長（山﨑 浩君） 先ほど勝川委員が言われていた事項別明細書89ページの子ども

医療費補助金の件数です。

○こども希望課長（沢崎知加子君） 89ページの子ども医療費補助金のところの件数ですが、今こ

こに書いているのは金額ですので、件数を上から申し上げます。通院について、 1歳未満のところ

が 2万 1,545件、それから 1歳以上の方が12万 1,370件、小学 1年生から高校 3年生が15万 8,561

件、入院について、未就学児が 762件、小学１年生から高校３年生が 378件となっています。

○委員（勝川志保子君） 関連で。この県単補助が入る、県の単独補助が入ってくる、その基準の

区分は、収入とかそういうところ関係なく入ってくるんでしたかというのをもうちょっと聞きたか

った。約 2分の 1になるよとかと、約というあれがあるんだけれども、収入認定とかは関係なく全

てそのところが補助、入りましたかね。

○こども希望課長（沢崎知加子君） 市町によって財政力指数が関係したりとかしており、複雑で

はありますが、ここは約とさせていただいています。

第３款 民生費

〔こども政策課、説明 14:14～14:24〕

〔質 疑 14:24～14:26〕

○委員長（窪野愛子君） こども政策課の高鳥課長、よろしくお願いします。

○委員長（窪野愛子君） ただいまのこども政策課の説明に対する質疑をお願いします。

○委員（勝川志保子君） 昨日の一般質問のところでも保育園の整備と待機児童解消の見込みとか

という話は出ているわけなんですけれども、今の57ページの 4のところのこの整備を行っていく中
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で、昨日の話だと第 1次調整のところまでの話がありましたけれども、その後第 2次調整とかとい

うのを行いながら、この 4月を迎える前にどんな今状態かという最新のあれとかは、昨日以上のも

のはないでしょうか。

○こども希望部長（山崎 浩君） 昨日、市長が入所保留者は 202人というお話をさせていただい

たと思います。それは一般質問を通告頂いて、資料を取りまとめた 2月20日の時点のものです。そ

の数字で市長が説明させていただいたと思いますが、今日、新聞にも出ていたと思いますが、今、

2次調整の後、中東遠総合医療センターの保育園で、本来なら病院の職員だけの施設なんですが、

空いているようだったら何とか地域の子を入れてくれないかとお願いもしまして、10人入れていた

だけるようになりました。そういった調整をさせていただいて、はっきりした人数は今申し上げら

れないんですが、去年の国定義の待機児童21人、それから入所保留者全体で 204人については、い

ずれも下回っていきそうだということで、引き続き年度末までいろいろな調整をさせていただいて、

なるべく待機児童、入所保留者を出さないような調整をしています。

〔 休憩 14:26 ～ 14:34 〕

第10款 教育費

〔教育政策課、説明 14:34～14:46 14:47～14:48〕

〔14:46～１分間 東日本大震災黙祷〕

〔質 疑 14:48～15:11〕

○委員長（窪野愛子君） 教育政策課の山梨課長、よろしくお願いします。

○委員長（窪野愛子君） ただいまの教育政策課の説明に対する質疑をお願いします。

○委員（富田まゆみ君） 58ページ、 1つ目のＡＥＤのリース料なんですが、37クラブ全部で、こ

の金額でリースできるんでしょうか。

○教育政策課長（山梨 実君） 学校と併設しているところは学校にあるものですから、借りてい

ません。ほかのところで運営しているところのＡＥＤということです。

○委員（勝川志保子君） 同じ 1です。学童保育の部分を一般質問でもさせてもらいましたが、こ

の35から37に 2クラブ増えるにもかかわらず、予算は減るということですよね。定員も増やす、減

らす、どういうことなんですか。
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○教育政策課長（山梨 実君） 受入れ人数は増えます。それこそ今年の予算の補正で減額させて

いただいているんですが、去年の当初予算で多すぎたものですから、去年の予算を比較すると減っ

ているんですが、定員でいうと、数では増えています。

○委員（勝川志保子君） 続けて、第一小学校の保育所の建物リース代というのが皆増であれして

いるんですけれども、これはいつぐらいをめどにとかという何月ぐらいとかというのはありますか。

○教育政策課長（山梨 実君） すみません、もう一度お願いします。

○委員（勝川志保子君）建物リース料が入っていますよね。建物のリースは 4月から行うというそ

ういうことなんですか。

○教育政策課長（山梨 実君） 掛川第一小学童クラブにつきましては、来年当初の受入枠は今で

きていますので、建物リースにつきましては令和 3年に間に合うようにということで整備させてい

ただく予定です。

○委員（勝川志保子君） 今年度は、用意するだけでできないよという、そういうことでしょうか。

ちょっと何か聞いていた話と違うような気がする。

○教育政策課長（山梨 実君） 予算要求した時点からは、二転三転いろいろしていまして、現状

では収まっていまして、令和 3年に向けて間に合わせるということでございます。

○委員（勝川志保子君） もう 1点そこのところでいいですか、ここの 1番のところでいろいろな

経営方針のところでも多様な主体による運営参入を図っていくというふうに書いてあるわけなんで

すが、以前、社会福祉協議会のところを民間のほうにとかというあれがあったわけなんですが、今

回はそういうことも考える。以前出たとき、本当に当初予算のときに説明がないままに事が進んだ

ものですから、そこら辺をこのまま社会福祉協議会13クラブというところは今年度そのままいくと

いうことですか。

○教育政策課長（山梨 実君） 主体が変わるということはございません。新たにつくるものにつ

いてもそうですし、今後まだほかの学校についても定員オーバーしているところがございますので、

そういうところも含めていろいろなチャンネルを探しているということで御理解いただければと思

います。

○委員（草賀章吉君） 今58ページの増減の理由のところの一番下、これは多分去年の予算時の申

込者といったら数字よりも減っているという表現であって、実数としては増える予定をしているん

でしょう。ちょっとややこしいところ。

○教育政策課長（山梨 実君） 受入枠としては増えています。

○委員（草賀章吉君） 増えているんだよな。増える見通しでいるんだよね。
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○教育政策課長（山梨 実君） 増える見込みでございます。保育園とちょっと事情が違うのは、

学童の場合 4月の頭が一番多くて、年度終わりにかけてだんだん減ってきますので、 4月の受入れ

の人数は今確定していますので、それが受入れできる体制はできていますので、定員オーバーのと

ころもあるものですから、そういったところの解消を進めていきたいと思っていますが、受入れの

数としますと昨年より増えています。

○委員（富田まゆみ君） 59ページの「かけがわ教育の日」についてお伺いしたいんですが、ここ

5年ぐらいの参加者の推移が増えていますでしょうか、減っていますでしょうか。

○教育政策課長（山梨 実君） 正確に数を取っていないんので、ほぼほぼ横ばいですかね。会場

の大きさとかもあるので、一応声をかけさせていただいている教育団体がございますので、そちら

から来ていただいている人数でいうとそんなに増減はないような形です。

○委員（富田まゆみ君） 自分としてはとてもいい内容をしているので、もっと多くの方に参加し

ていただきたいなという、そういう実感を持ちながら言っていて。自分のニュアンス的に減ってい

るようなイメージがあったものですから、変わっていないのであれば何かもうちょっと、せっかく

いいことをしてくださっているので、もっと参加をたくさんしていただけるような方策をとってい

ただけたら、これ質疑というよりお願いでした。

○教育政策課長（山梨 実君） 参加してくださった方のアンケートを見ますと、回答してくれた

中での割合ですけれども、 9割方の方が来てよかったという回答を頂いています。なかなか来るま

でがハードル高いんですが、来て話を聞いていただいて、帰るときに皆さん参加してよかったと言

っていただいているんで、もっと広く広めていきたいなというのはあります。そういったことも含

めて会場の大きさですとか、駐車場の確保のしやすさとかということでありまして、掛川の学習セ

ンターでずっとやったほうがいいんじゃないかということで、検討委員会の中ではお話が出ていま

して、そんなこともちょっと検討させていただいています。

○委員長（窪野愛子君） 関連して。今お茶の間、ほっこりということで、トークショーじゃなく

て、皆さんの集めたものをこのようなカレンダーにしてくださっています。伺ったところ、これが

432部作成されて、そしてその費用が15万円ということを伺ったんですけれども、これは各小学校

・中学校にもそれぞれのクラスにいけるようにやっているんですか。各学校へ行っていますか。

○教育政策課長（山梨 実君） もちろん学校には分けています、クラスへまでは行っていない。

○委員長（窪野愛子君） これももうかなり年数をやっていると思うんですね。この方のあれも大

変すばらしいんですけれども、やはりまた何か一工夫をするというか、そういうこともちょっと考

えていただけたらなというふうに思いますけれども、今すぐそれを回答じゃなくて、それぞれの実
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行委員会等々でそういう話があったと。多様性を考えていただきたいなと思っております。

○委員（松本 均君） 去年はラグビーワールドカップがあって、学校全体、ここで話すのか、次

で話すのかちょっと分からないですけれども、地域で応援していこうという体制で各中学校なんか

のぼり旗をつくったり、そういった支援があったと思うんですね。今年はオリンピックということ

もあって、台湾チームが合宿をしたり、あとビーチバレーのモーリシャスがあるんですけれども、

今給食費の中でもそういった献立をつくるだとか、この後、その地域のことを考えてもっと勉強す

るだとか、去年ワールドカップだとそんな自国の挨拶をするだとか、国家を歌うだとかというよう

なことまでやったと思うんですけれども、今年は何かそういった関係があるのかどうなのか、ちょ

っとお伺いしたいと思うんですけれども。

○委員長（窪野愛子君） お答えいかがですか、お願いします。

○教育政策課長（山梨 実君） それこそ去年自分が担当していたもので、働きかけはスポーツ振

興課のほうからやっていただいています。今年というか、本年度につきましてはスポーツ推進のほ

うから要請をまだ受けていませんので、そういうのを考えていきたいと思いますし、一番分かるよ

うに南部のほうの盛り上げという意味でいうと、そちらを中心にやっていったほうがいいのかなと

いうことを個人的にはいろいろ思うところもありますが、また協力してできる範囲で取り組みたい

と思います。

○委員（勝川志保子君） 61ページの 6番の部分と62ページの 8番の部分、両方にあるんですが、

学校施設長寿化計画策定及び小・中学校再編整備計画策定に合わせて小学校・中学校の管理費の部

分の大規模改修工事を見送っているということだと思うんですが、実際にはどんな工事が予定され

て、この策定に合わせて見送られたものはどんなものがあるんですか。

○教育政策課長（山梨 実君） 教育委員会としてやりたいと思っていたのは、トイレの改修工事

とあと小学校でいいますと体育館、屋内運動場の老朽化が進んでいまして、計画的に進めてきたと

ころですので、そこら辺をやりたいと思っていましたが、長寿命化計画の中で位置づけが決まって

くると、どの程度まで手をかけるかというのがまた見えてくると思いますので、今年については 1

年見送りということでございます。

○委員（勝川志保子君） 緊急に必要な改修というのはやるけれどもということですか。トイレは

結構大事な部分でもあるなとは思っているんですが、これは見送っちゃっても大丈夫ということ。

○教育政策課長（山梨 実君） もちろん、予算が全部なくなったわけではなくて、緊急的なもの

とか、安全の確保は当然するとして、法定点検等をやっていく中で管理上、あまり好ましくないと

いう部分の指摘があったもの等を優先してやっていくということでございます。今年もそうなんで
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すけれども、その次の年の学級編制によっては教室の改造がいったりだとか、そういうのも見越し

て予算の運用をしています。そこら辺が見えてくるとある程度頂いている予算に余裕があるとかな

いとかというのは見えてくると思いますので、年度後半になって予算的に余裕があれば、部分的に

でもトイレとか、そういった部分にも手をつけられるのかなというのがありますが、現時点では緊

急的なものあるいは法定点検での指摘事項を中心にということで、予算編成をさせていただいてい

ます。

○委員（勝川志保子君） 戻って60ページの 4のところの学校再編の計画策定委託料と小中一貫校

基本計画策定委託料の 1,000万円 2,000万円と、かなり大きい額だと思うんですけれども、一般質

問でも言いましたが、これを本当に今年度中に全部やってしまうという、もうばんと出すための委

託ということでいいんですよね。

○教育政策課長（山梨 実君） 説明資料の学校再編計画支援委託料というものにつきましては、

計画本体は今教育委員会のほうでつくっておりますので、計画は教育委員会でつくると。計画に基

づいてそれぞれの学校施設の場所であるとか、建物であるとかあるいはスクールバス等々、経費的

なものをちゃんとコンサルタントに調べていただいて、実際にどのくらいのお金がかかるんだとい

う基礎資料的なものを調べたいというのが再編計画策定支援委託料のほうでやりたいと思っており

ます。

もう一方の原野谷学園と城東学園の小中一貫基本計画策定委託料につきましては、地域ごとにそ

れぞれの抱えている夢であるとか、問題点であるとかと、そういうのを把握しながら、地域の皆さ

んと一緒に委員会を立ち上げて、どういう学校にしていったらいいかという、今度新しくつくる学

校がどうあるべきかということの計画を進めていく委託料というふうに捉えています。イメージ的

には最初に言った再編計画のほうは数字的な押さえ的な後で言ったほうは、ソフトというか、住民

の声を吸い上げていく、委員会を開くあるいはそれにそこで出ていた意見や質問等に対する資料を

整えてまた次の委員会を開くと、そういったソフト的なこと、ワークショップを開いたりですとか、

そういうところの委託料というふうに今考えています。

○委員（富田まゆみ君） ちょっと関連で、今の学校 3件に係るそれぞれの委託料なんですが、こ

ちらは学校施設とかについてかなり特化して、ノウハウを持っているところに両方ともこうした委

託料をやっていらっしゃるんでしょうか、そこを教えてください。

○教育政策課長（山梨 実君） 建物の専門業者ということではなくて、いわゆる事業計画をつく

るのを得意としているコンサルタントで、一方はハード的な部分のノウハウにたけているところで、

もう一方のほうはワークショップの運営とか、住民の意見のまとめとか、そういったところにたけ



- 29 -

たコンサルタントとは考えていますが、両方できるところがあって、両方一緒にやっていただける

ところがあれば、それが一番ベストだなとは思っていますが、まだ業者については決め切れていま

せんので、そんな視点を持ちながら業者を調べている段階です。

○委員（富田まゆみ君） もし調べていらっしゃるところであれば、ハード、ソフトもちろんある

んですが、ハードでもソフトでも、特に学校関係のことをいろいろなことをやってきたような業者

さんを中心に当たってもらうとかそういうふうな関係を考えていらっしゃるかどうか。

○教育政策課長（山梨 実君） 業者選定に当たっては今までやったところの実績等も踏まえて、

逆に私たちのこういうものを調べたほうがいいよというノウハウを聞きたい部分もありますので、

そういうところも含めて今調べているところです。

○委員（藤原正光君） 62ページの 9番、放課後子ども教室開設というようなところで、昨年度 2

教室が開設に至らなくて、今年度10教室を目指すということなんで、予算も下がっている理由とい

うのは、増えていても予算が下がっているという理由はそれ説明できますか。

○教育政策課長（山梨 実君） すみません、昨年 2教室増えて11教室を目指していましたけれど

も、 1教室増やして10教室ということで教室分の30万円が。

○委員（藤原正光君） 2教室は目指さなかった。

○教育政策課長（山梨 実君） 子ども教室につきましては、各学園で取り組んでいただいていま

して、コーディネーターさんを中心にやっていただいているんですが、コーディネーターを受けて

くださる方の確保、原野谷でいくとまず 1人でやっていたところをもう 1人一緒にやっていただけ

る方が見つかったということで、子ども教室にも取り組めるという体制ができたということで来年

からやりたいということでございます。

○委員（勝川志保子君） 63ページの10の学校給食運営費の部分で、諸収入のところは実費負担だ

よということでしたが、小・中学校については、就学援助要保護、準要保護児童についての補助が

あると思いますが、幼稚園の園児についてはそういったものがないのであれですか、要保護家庭以

外はこれ全部自己負担金が生じているというふうに考えればいいんですか。

○教育政策課長（山梨 実君） 11月補正のときに、ちょっと説明したような気がするんですが、

幼稚園の給食については減免になっています。減免になっているのが正確に言葉として出てこない

んですが、低所得者で。

○委員（勝川志保子君） 副食費負担があるからですか。

○教育政策課長（山梨 実君） はい。

○委員（勝川志保子君） この教育の関係ではなくということで、子ども支援のほうのところでか
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かってきているということですか。また聞きに行きます。

○委員（勝川志保子君） その下の大東・大須賀の学校給食センターの新しく実施設計業務委託、

これをするよという予算づけの部分なんですけれども、これができてセンターの統合ができたとき

には、小学校におけるアレルギー対応の今除去食対応というのが代替食の対応は、小学校について

はできるというふうに考えていいですか。

○教育政策課長（山梨 実君） どこまでできるかという部分を含めて給食に関わっていた栄養教

諭の先生もいらっしゃるものですから、栄養教諭と相談してどこまでやるかということは決めさせ

ていただきたいと思います。掛川の27品目をやっているものですから、全てを代替食にというのは

難しいのかなとは思っています。

○委員（勝川志保子君） 付け加えていいですか。今の代替のところを一定視野に入れながらやる

という、アレルギーラインの創設を考えた上での設計だというふうに考えて、それはいいのかとい

うことです。

○教育政策課長（山梨 実君） もちろんそこへ、アレルギーを進めるための措置ということで捉

えていただいて結構です。

第10款 教育費

〔学校教育課、説明 15:13～15:19〕

〔質 疑 15:19～15:27〕

○委員長（窪野愛子君） 学校教育課の杉浦課長よろしくお願いします。

○委員長（窪野愛子君） ただいまの学校教育課の説明に対する質疑をお願いします。

○委員（草賀章吉君） 66ページと67ページに分かれますが、今、学校教員以外にサポーターとか

特別支援介助士とかいろいろたくさんいらっしゃいますけれども、この人たちの勤務形態というの

は週何時間ぐらい働くかというのと、それから報酬はどういうように決められるのか、例えば経験

だとかによって差があるのかないのか、そのあたりを教えていただければ。

○学校教育課長（杉浦雅美君） 種類はたくさんありますので、例えば学校サポーターで言います

と、 1日 4時間で 5日間、基本的に 1時間 1,000円ほどになっていますけれども、今度、会計年度

任用職員制度によって、 2年目、 3年目になると時給が上がっていくようになっています。

○主席指導主事（柳瀬昭夫君） 特別支援介助士と特別支援介助員についてなんですけれども、看



- 31 -

護師の資格を持っている方が特別支援介助士となります。来年度計画をしているのはこの 2人のう

ち 1人については半日 4時間、それから 1人については 7時間の勤務で、子供を朝から晩までずっ

と見るというような感じになっています。報酬については、資格を持っていますので、市の任用す

る基準表に合わせて 1,300円ほどになっています。

特別支援介助員については、サポーターと同じく特に資格がないものですから 1,000円ほどで、

4時間で対応しております。

○委員（草賀章吉君） それで、あと学校司書もいますけれども、この人たちの管理、この間いろ

いろ問題があったんだけれども、ここらをどこがしっかりとやるよなんてあたりを明確にしていた

だくのが、働くほうの身になっても誰にこれは相談すればいいんだろうと、教頭さんなのか事務職

員なのかというあたりの指示命令系統、これはやっぱりしっかりと整理しておいてもらう必要が今

はいいですけれども、あると思いますので、ぜひよろしくお願いいたします。

○学校教育課長（杉浦雅美君） この支援員の中にはその学校専属の方もいますし、学校を巡回す

る方もいますので、その学校専属の方については主に校長、教頭に管理していただくということに

なると思うんですけれども、巡回については、やはり教育委員会で責任を持って管理するのがいい

かなと思っています。

○委員（勝川志保子君） 関連でお願いします。

この学校サポーターとかというところが持っている生徒 1人に対して 1人という基準になるのか、

その辺のあたり。

あと、学校図書館についても国基準のところに近づけていくよというのは分かるんですが、時間

数だとかそういったところは手をつけないで、とりあえず 3人増やしたよということなのか、 1日

当たりの時間数とかはそのままということですか。

○学校教育課長（杉浦雅美君） 学校サポーターの配置のことでよろしいですか。

○委員（勝川志保子君） そうです。

○学校教育課長（杉浦雅美君） 学校によって規模の大きい学校はちょっと多めにしてあるんです

けれども、小さい学校でも最低 1人はサポーターが配置できるようにしてありまして、一番多い学

校だと 3人を配置してあります。

それから、学校司書については学級数に応じて配置をしていますので、今、週 4日行っている学

校が 1校だけありまして、週 1回という学校から 1.5日、 2日、 2.5日というように学級数に応じ

て行く日数を調整をしております。

○委員（勝川志保子君） 66ページの 4のＩＣＴの支援員派遣委託料のところなんですけれども、
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Ｐｅｐｐｅｒが市内全校に各 1台無償貸与されるということは、このＰｅｐｐｅｒの企業さんの方

が来るということですか。

○学校教育課長（杉浦雅美君） ことしも遠鉄システムサービスにＩＣＴ支援員の派遣を委託して

おりますので、来年についてもその予定で考えております。

○委員（藤原正光君） すみません、 1つ教えてもらいたいですが、最後の部活動指導員の配置の

事業のところなんですけれども、昨年度予算も一応 9人ということだったんですけれども、実際に

は 8人だったということで、今回は 9人ということでもう既に決まっているのか。

○学校教育課長（杉浦雅美君） 今年度 8人配置できまして、来年度もう一人増やしたいんですけ

れども、なかなか平日まで指導してくれる方が見つからなくて、今年よりは一つ前進したいなと思

うんですけれども、配置が決まっているわけではありません。それを目指しているという状況です。

○委員（藤原正光君） この方たちは何日以上の部活に出るとかとそういうのは決まっているんで

すか。

○学校教育課長（杉浦雅美君） 時間数の上限が決まっていまして。

○指導主事（藤田盛一郎君） 年間の上限が 351時間と決まっております。

○委員（藤原正光君） 1つの学校に 1人ということで、増やしていくというような計画はあるん

ですか。

○学校教育課長（杉浦雅美君） 本当は 9校全部に配置できたら、次は 2人ずつとか 3人ずつとか

と考えていたんですけれども、 9人を 3年間目指してきてなかなか達成していませんので、とりあ

えずそこを目標に、そこが達成できたらその次というふうに考えたいなと思っています。

第10款 教育費

〔社会教育課、説明 15:28～15:41〕

〔質 疑 15:41～15:47〕

○委員長（窪野愛子君） 社会教育課の戸塚課長、よろしくお願いいたします。

○委員長（窪野愛子君） ただいまの社会教育課の説明に対する質疑をお願いします。

勝川委員。

○委員（勝川志保子君） 8のところの大日本報徳社の消防の事業ということで財源内訳のところ

がよく分からないんですが、予算額が 1,161万 1,000円で、今の説明だと国が 2分の 1を出す。こ
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れまだ決まっていないから書いていないだけ。あと、県・市、報徳社のあとは負担だよということ

なんですが、県・市、報徳社の負担がどれだけずつになるかとかというのは分かっているわけです

よね。この財源内訳がちょっと知りたい。

○社会教育課長（戸塚和美君） まだこの時点では細かいことまで決まっていなかったものです。

当初計上後に文化庁の現地の視察もありまして、見ていただいたところでは、報徳社は法人格にな

るものですから、一応計画の 6,892万円の半分以上が補助されます。

○委員長（窪野愛子君） 鬼澤主幹。

○社会教育課主幹（鬼澤勝人君） この事業は、市の事業ではなくて報徳社が実施する事業になり

ます。報徳社が実施するのが 6,892万円の総事業費になります。そのうち国から70％頂ける、

4,824万 4,000円、その残りを県と市が補助し、さらに残りを事業者が負担していくということで、

市の補助金がこれだけの予算を計上していくということになっています。

○委員（勝川志保子君） じゃ、確認です。総予算はもっと違うもので、市が負担する部分は

1,161万円になる、あとの国が70％とか報徳社が幾らとかという部分がここには載っていないとい

うことなんですね、そうですか。

○社会教育課主幹（鬼澤勝人君） そうです。

○委員（草賀章吉君） ちょっと基本的なことを聞きたいんですけれども、例えば人生 100年時代

構想の中で健康と学びと働きが大事だと。いつも思っているのは、学びというのは社会教育という

中でやっていただけるのかなと思うとそうでもないような感じするし、一方では、生涯学習のほう

でいろいろ一生懸命まちづくりというのをやろうとしているんだけれども、市民の学びというとこ

ろを誰がどうやろうとしているのか、教育長も含めてどんな議論になっていたのか、教えてほしい。

○教育部長（榛葉貴昭君） 人生 100年時代構想の中でおっしゃるとおり、学びというものは大切

だということをうたっておりまして、その中では具体的に言うとリカレント教育とか学び直しとか

言う言葉のところも出ています。昔は学校教育の後の学びというのは全て社会教育と言われており

ましたけれども、今、文部科学省のほうでも、掛川市が言い出した生涯学習という言葉が出まして、

国のほうにも生涯学習局というのが独立してありました。基本的には社会教育という範疇に入る社

会人の方への学びの場に係ることというのは、やっぱり社会教育が関わっていくものだろうと思い

ます。

新たな動きとしてそういった生涯学習というところがございますので、考え方として、これは教

育委員会とか文部科学省とかというんじゃなくて、厚生労動省とかいろんなところが絡んでくる話

であり、大きな考え方、人生 100年時代構想の中での考え方をしております。
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○委員（草賀章吉君） そこら辺が掛川市は大変問題だということで、ぜひ今日は委員会ですから

そういう声を挙げてほしいんです。文教厚生委員会のほうが挙げないと、市長部局のほうから言っ

てくる話じゃないと思うんです。

確かに長寿推進課が挙げるような話でもないし、社会教育では今、家庭教育と子供のほうにシフ

トしちゃって、一般市民は放っておかれているという感じがしてならないんです。もっと学びが大

事なところがあるんじゃないのというところがどうも捨てられているような気がするので、ぜひ社

会教育のほうから声を挙げてほしい。よろしくお願いします。

○委員長（窪野愛子君） 草賀委員の思いということで受け止めていただきたいと思います。

第10款 教育費

〔図書館、説明 15:48～15:52〕

〔質 疑 15:52～16:08〕

○委員長（窪野愛子君） 図書館の赤堀館長、よろしくお願いします。

○委員長（窪野愛子君） ただいまの図書館の説明に対する質疑をお願いします。

勝川委員。

○委員（勝川志保子君） 75ページの 2のところで、図書館の運営費というものが図書の購入費と

いうところが減るのが非常に、今だからこそちゃんとこれだけは減らさないとかという予算立てを

してもらえないものかという気がするんですけれども、ふるさと応援基金の分は減っていないんで

すよね。ふるさと応援基金の部分が減った分が減っているんですか、どうして減っちゃうんですか。

○図書館長（赤堀賢司君） これにつきましては、確かにふるさと応援基金分は減っておりません

が、大東図書館の施設整備基金こちらのほうが年々取崩しを進めております。市全体一般財源の状

況が厳しい中で、先ほど御説明申し上げましたが、補修工事費等も増えてきております。そうした

中で蔵書の購入の部分をちょっと抑えざるを得なかったということでございます。

○委員（勝川志保子君） 部局の予算要求の際に、もうここを抑えた形で出しているんですか。総

額を同じにするためにここを減らしちゃったということですか。

○図書館長（赤堀賢司君） 総額的には補修工事費によりちょっと上回っているのかなというふう

には思います。そうした中で部局の中の段階においても、そこの部分を踏まえて抑えてきた部分で

す。
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ただ、雑誌スポンサー制度の本とか寄附を頂くということで努力をしている部分もございまして、

雑誌スポンサーでございますが、平成30年度につきましては13団体16誌だったんですが、平成31年

度の中で18団体22誌ということで増えております。また、企業さんのほうにもいろいろ呼びかけを

行ったりしまして、まだ交渉中なんですけれども、そうしたことでできるだけカバーするように努

めております。

○委員（草賀章吉君） 提案なんですけれども、図書館が先ほど学びのもうちょっと拠点になって

いただきたいと、生涯学習振興公社があのような形になっちゃったし、どこか行くと文化だか何だ

という話になっているので、図書館を核とした市民の学びという視点を当てると全く違うものがで

きてくるような感じが、感じだけだよ、するもので、研究してほしいんです。やっぱり図書館にい

ろんな大いに学びをしたいと。

私は田舎にいるもので、余りそういう機会がないんですけれども、例えば首都圏なんかにいると、

大都市にいれば大学がいっぱいあったりしてそういう聴講なんかでいろんな学びができると。そう

いうチャンスすらないということで何かやれば、サテライトでそういうようなものが図書館の地下

のああいうホールでできるとか、いろんな考え方があると思うんだよね。同じ社会教育の中にいる

ので、ちょっと 1回、その辺で全く手法を変えてみてぜひ打ち上げてほしいなと思います。

○図書館長（赤堀賢司君） 草賀委員のおっしゃることもっともと思います。今回、図書館運営基

本方針の策定進めておりますけれども、その中でもやっぱり知の拠点ということでうたっておりま

す。

掛川市の図書館につきましては、いろんな活動グループにも入っていただいております。言って

は何ですが、ほかの市の図書館よりはちょっと多いかなと。今、活動グループが平成31年度で26団

体ということです。その中にはいろんな古文書とか俳句とかいろんな会がございますので、そうい

った方々に自分たちの活動だけということではなくて、図書館を提供しているのは一般市民に文化

を普及させるためであるということは常々言っております。ちょっと中央図書館につきましては駐

車場の制約もありまして大々的にはできないんですが、市民が学習できる機会を増やしていきたい

というふうに考えております。

○委員（松本 均君） 施設管理費の中でちょっと要望になってしまうんですけれども、中央図書

館ここで多分、改装工事をするのかなというふうに思うんですけれども、地下の多目的トイレの話

なんですけれども、あそこ細かい話で申し訳ないんですけれども、市民の方からもあってトイレの

電気のスイッチが非常に工夫を凝らせてここですよみたいなシールが貼ってあって、多目的トイレ

入ると矢印が書いてあったりしていろいろとやってくれているのは分かっているんですけれども、
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男子トイレ入ると対人センサーでぱっとつく。多目的トイレに入るとスイッチがあるというのは反

対じゃないかと思うんです。

子どもをだっこして入るお母さん方とか車椅子を押しながら入る人たちがいて、普通はぱっとつ

くべきじゃないかなと思うし、普通のトイレが何で対人センサーなのか、逆に言うと思うですけれ

ども、そういったところをできれば変えてほしいと思うし、それと細かいこと言うと鏡等もやっぱ

りちょっと正面過ぎるので、バリアフリーとはちょっと違うじゃないかなという意見もあるんです

けれども、その辺どうですか。

○図書館長（赤堀賢司君） 松本委員の確かにおっしゃるとおりだと思います。ほかが対人センサ

ーで、多目的トイレがスイッチというのは確かにおっしゃるとおりですので、ちょっと対応を直す

ような方向で検討を進めたいと思います。ありがとうございます。

○委員（松本 均君） 今日から休館ですよね。

○図書館長（赤堀賢司君） コロナウイルスの市の対策本部の関係ございますが、その中において

19日までということでなっております。

○委員長（窪野愛子君） 今年、私たちの委員会では春日井市のほうでグルッポふじとうですか、

そこは小学校の跡地を有効活用しているというところで、そこもとてもすばらしい図書館が入って

いまして、高齢者の方が 1日いるぐらいに夏場なんかは涼んでいるようなことを伺ったものですか

ら、やっぱりそういったことで先ほどの草賀委員の話もありますけれども、生涯学習というかリカ

レント教育、もっと高齢者の方にも利用していただくとそれと熱中症対策にもなるのかなと思うも

のですから、そこはまた検討していただけたらと思います。

○図書館長（赤堀賢司君） 今、図書館利用者で多いのがやはり子供さん、それから60歳代以上で

す。そうしたことで、もともと建てるときからそういった比較的配慮をされている施設なんですが、

運営についてもそのような方向で今後さらに増加すると思いますので、考えていきたいと思ってお

ります。

○委員（藤原正光君） 読書を好きな市民を増やしていくということですけれども、この読書活動

推進に 1から 3番ぐらいですか、この事業だけで足りますか。主に図書館フェスティバル開催費と

か講座をやるというようなことなんですけれども。

○図書館長（赤堀賢司君） 図書館フェスティバルでございますが、幸い先ほど申し上げましたよ

うに図書館の協力団体グループ、これが非常にたくさんございますので、そちらの方に御協力頂く

ことと図書館自らも動くことで予算を押さえております。

それから、こんにちは絵本につきましては、平成28年度からはそれまでは 6カ月児だけだったん
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ですが、その後平成28年度からは 2歳 2カ月児ということでずっと続けておりますので、そこの部

分は他市と同じかそれより上回っているというような形で考えております。

○委員（富田まゆみ君） 今ちょうどこんにちは絵本が出てきたので、そこのところでちょっとお

話があるんですが、 6カ月児、それから 2歳 2カ月児にこんにちは絵本をということで 2回今やっ

てくださっているんですけれども、健診の際に本を 2冊読んであげて、どちらが欲しいですかとい

って 1冊それぞれ差し上げているということなんですけれども、結構例えば「こんにちはどうぶつ

たち」と「がたんごとん」とか出したりとかすごく毛色の違うものを見せてあげて、そのうちどち

らというよりもせっかくなので、今、読書好きな市民、子供を増やすというのであれば 1冊当たり

絵本だったら大体 800円から高くても 1,000円くらいの本だと思うんです。だから、例えば 2冊見

せてあげたのをあげるとかということはできないんですか。

○図書館長（赤堀賢司君） 確かにあげればそのほうがもらった御本人はうれしいと思います。

ただ、ここのところで狙っているのは本の冊数をあげるということではなくて、ブックスタート

で入り口をつくっているものです。紹介した 2冊以外にもこういう本がお薦めですというリストも

差し上げています。ですので、 1冊はプレゼントいたしますが、それ以外の本につきましてはリス

トから自分の目で選んでいただいて、図書館で借りていただいても結構ですし、購入していただい

ても結構です。そういった形で進めていきたいと思います。

予算の有効活用といった面からも、 2冊あげるよりは、蔵書のほうに回していきたいというのが

図書館の考え方でございます。

○委員（勝川志保子君） ちょっとコロナウイルスの対策で閉館が延びたよという話が出たので、

ちょっとだけ聞いてもいいですか、その辺について。

○委員長（窪野愛子君） どうぞ。

○委員（勝川志保子君） 団体貸出しの本の部分なんですけれども、学童保育 1日ばっと開所して

いて、結局本を読むぐらいしか何かなかなか時間のあれというのがあると思うんです。学校図書館

が開放されている学校ばかりではないようなので、そこのところはちょっと何か特例で回っていた

だいて集団貸出しの早いサイクルでの入れ替えというか、本を動かしてあげるというような措置だ

けでもできないかなと思うんですが、どうでしょうね。

○図書館長（赤堀賢司君） 今も定期配本とか団体貸出しということで、学童保育さんにも全部で

はないですが貸し出しております。

新たにとかといったことにつきましては、こちらのほうで御相談に応じるような形で進めさせて

いただきたいと思います。やはり配本ではマンパワーも必要になってきますので、たくさんのニー
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ズになってきた場合にはそれなりに考えていかなければいけない。例えばですけれども、そういっ

た依頼が本当に多くなってきた場合には大変申し訳ないですが、オーダー頂いてそれを図書館が御

用意いたしますので、用意できましたら御連絡して取りに来ていただく形であれば図書館の負担も

少ないと思います。御相談内容に応じて図書館で検討させていただきたいと思います。

○委員（勝川志保子君） 今、閉館しているんですよね、館内業務しているんですよね。そうじゃ

ないんですか、職員が全部お休みしちゃっているんですか。

〔「違う」との声あり〕

○委員（勝川志保子君） 違いますよね。だったらマンパワーはあるはずで、届けることはできな

いんですか。

○図書館長（赤堀賢司君） 図書館につきましても動かせる車といったものも限られております。

図書館で今行っているのは確かに予約のほうの貸出し、それから受け取りをやっておりますが、

それ以外にもふだんちょっと本の修理とか整理とかほかにも本来廃棄すべき本というのもやはり見

ていかなければいけない。適正に管理していくというのがどうしても遅れがちになっている部分が

ありますので、それらを行っている部分がございます。

今の理由と動かせる車の関係、図書館にも 2台あるわけですけれども、連絡便とかほかにもこん

にちは絵本に行ったりとか、図書館の閲覧室、会議室等は閉めておりますが、それ以外のものにつ

いては行っておりますので、ちょっとそういった点も御理解いただければと思います。予約につき

ましては、今もインターネット予約、それから電話予約を行っております。

それから、閲覧室で見られないから分からないよという声もございますが、電話でレファレンス

も行っておりますので。こんな本を探しているんだけれどもといったお問い合わせあればそれに応

じて、こういう本がございますがどうでしょうかというそういったお勧めもしております。

○教育長（佐藤嘉晃君） 生涯学習のことについて、御指摘頂いた中で、教育委員会が子供、家

庭教育に少し特化してくるといった中で、生涯学習もっと幅広くこれまで取り組んできた内容につ

いては今後もちろん検討もしてまいります。今お話しいただいた図書館、機能を大事にしていきた

いということで、今現在も放送大学がございますけれども、それにプラスして今後はリカレント教

育をこれは 3館だけじゃなくて、これから再編していくと新しくできる学校で、今、教育委員会と

して考えているのは学校図書館をいわゆる学校だけ、子供たちだけじゃなくて市民の皆さんも使え

るような図書館にしていき、そうすると学校図書館が各地域に存在することになりますので、そう

いった中で市民の皆様のある意味では学習ができる場というんでしょうか、学びの拠点としていき

たいというように考えております。
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また、リカレントについては詳しいことを今検討しているところですので、それが決まりました

ら皆様にまた御報告していきたいと思います。それが生涯学習、教育委員会の考える内容だと思っ

ています。

それから、今の小中学校ですけれども、先に袋井市のほうですけれども、今日も危機管理監のほ

うからも細かくありましたけれども、小中学校については園もそうですが、休みのほうはずっと春

休み中も延期してということで中学校は部活ももう完全に、だから試合等大会も一切できないとい

うような状況になろうかと思います。卒業式も小中学校、袋井市は中止になっています。学童保育

も全て休所、閉鎖というような状況で今あるということです。

掛川市ですけれども、それこそ今も教育委員さんと担当から連絡取りながらいろいろ御意見も聞

ております。今後ですけれども、市内に発生すればまた袋井と似たような対応ということになろう

かと思いますが、今のところ、子供たちの状況としましては、学童保育のほうは、昨日までの段階

ですと利用率として全体で44％になります。 1,286名が登録されているんですけれども、そのうち

の利用されている方は44％ですので、半分以下ということで、追っていくと数的には多少は減って

いるような傾向になります。

学童にも行けなくて親が困っているというのは学校のほうで引き受けてくださいというお願いし

てありまして、昨日の段階ですけれども、学校へ入っている子供さんが56名です。もっと出るかな

というふうに私も思っていたんですが、意外と少なくて、そうするとどこへ行っているんだという

ことになるんですけれども、ほとんどのところが中学生の子供さんもいれば一緒になって見ている

ということもあれば、親御さんが仕事休むことができて見ているというケースもあれば、おじいち

ゃんおばあちゃんのところへ行ってとかといろいろなパターンだとは思われます。そこまで細かい

詳細把握はできていませんが、状況としてはそういったところです。

今後ですけれども、学校については19日まで休校ということで出してありまして、市内全体のイ

ベントもさっき出たように19日まではということになるわけですが、卒業式は今のところ全校が予

定をしております、19日に。恐らく小学校は午前中、中学校は午後というようなことで予定をして

いますが、今のところ学校からこちらが把握しているのは50人満たないです。要するに風邪とか何

か体調不良というのが、そこは増えているという感じではないので、全体を鑑みながら最終的に春

休み以降、20日以降の対応をどうするかということを来週末には出したいと思っております。全体

的な、全国的な状況もありますし、近隣の状況もありますのでいろいろなところの状況を見ながら

対策本部もございますので、そこで諮って最終的には出したいというように思っております。今の

状況としてはそういったことでございます。
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○委員長（窪野愛子君） 以上で質疑を終結します。

〔討 論〕

○委員（勝川志保子君） いろんな部分で大事な予算ついているなというところもあるんですけれ

ども、やっぱり幾つかのところでは、これはちょっとこれのままではいけないんじゃないかなとい

う部分があります。賛成しかねるなという部分を持っています。幾つかあるんですけれども、待機

児童の解消の問題のところでは、頑張っているということは分かっているんだけれども、保育園の

待機児童生まれますよね、この 4月も多分保育園入れないという状態が出てしまう。何年間かのス

パンで見たときに、掛川市が保育所の施設整備をちょっと先送りにしていた分があると思うんです。

こども園化を先にしたとか、幼保の一元化をして公立の保育園をなくしていったのを先にしたとい

うそういうことを反省しながら本気でやっていくためにも、 4月に向けて実際に何ができるかとい

うのをもうちょっと考えながら来年度も本当に大丈夫かという検証しながら予算増やしていってほ

しいなと思います。

学童保育について言うならば、学童保育、待機ないと言うんだけれども、私は法律的な待機児童

という概念自体がないので、そういうふうに見えちゃうんだと思うんだけれども、実際には学童保

育に入りたいけれども、入れないという子が大勢存在しているということは認識しなきゃいけない

と思うんです。それに伴うだけのちゃんと定員増と施設増というのをやっていかなきゃいけないの

に、それが箇所数的にも、定員に対しての申込者のあれにしても、高学年までの受入れの拡大にし

ても決してそういうところをちゃんとやり切れるだけの予算がつけていないというところは非常に

不安です。

社会福祉の面で行くとやっぱり扶助費の部分で、生活保護の受給率が非常に低いよという話をお

とといもしましたけれども、そういったものにちゃんとつなげられる、介護保険なんかもつなげら

れるというそういう相談の仕方が必要だと思うんですけれども、福祉制度へのつなぎができるよう

な予算立てに本当になっているのかなということでは前年度と同等の金額の予算しか計上されてい

ないわけで、今の状態でよいというふうに思っているようにしか思えません。

学校の再編についても、私はこの計画でばんと進めていく、コンサルタントをつけて計画を立て

ていくというこの予算づけには反対です。

あと、放課後デイサービス障がい児の受入れの問題であるとか、めばえの入所の子どもたちへの

対応であるとか障がい者福祉の部分でも私はもっと予算づけをして、入ってきちんと受けられる支

援を市として用意できるような予算立てがどこかでないと、非常に困る人が本当に困っている人が
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実際にいるということを見ての予算づけをぜひしてほしいと思います。

教育費の部分でも就学援助なんかも増額になっていないです。本来全国平均の15％ある就学援助

率の半分以下しかない掛川市のこの現状でいいんだよということでなくて、それをもっと広く利用

してもらえるようにするんだというそういう予算を私は求めたいなと思います。

ちょっと落ちているところもたくさんあるかもしれないけれども、以上です。

○副委員長（寺田幸弘君） 勝川委員がこの部分では賛成しかねるということがたくさんございま

したけれども、そんな中でやはり我々は全体を見ていかなくちゃいけないと思うんです。全体の中

で考えたときに、ここの部分が欠けているな、すごい欠けているな、不足だなというところは私は

感じませんでした。

そんな中で不満ももちろん誰だって不満があるわけですけれども、いろいろな分野で立てている

方がおるものですから、この分野についてはちょっと足りないなということはあると思うんですけ

れども、全体の予算としては非常によく考えられた形でまとまっているんじゃないかなとこんなふ

うに思います。ということで、賛成したいと思います。

○委員長（窪野愛子君） 以上で討論を終結します。

〔採 決〕

議案第 1 号 令和 2年度掛川市一般会計予算について

賛成多数にて原案のどおり可決

○委員長（窪野愛子君） 本日はこれにて延会とする。

延会 〔 16:24 〕
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７－２ 会議の概要

令和 2年 3月12日（木）午前 9時26分から、第 1委員会室において全委員出席のもと再開。

〔 9:26 ～ 11:50 〕

１）付託案件審査

②議案第 2号 令和 2年度掛川市国民健康保険特別予算について

③議案第 3号 令和 2年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計予算について

④議案第 4号 令和 2年度掛川市介護保険特別会計予算について

⑤議案第27号 掛川市国民健康保険税条例の一部改正について

⑥議案第31号 掛川市立学校設置条例の一部改正について

⑦議案第32号 掛川市学校給食共同調理場に関する条例の一部改正について

②議案第 2号 令和 2年度掛川市国民健康保険特別予算について

〔国保年金課、説明 9:27～ 9:46〕

〔質 疑 9:46～10:03〕

○委員長（窪野愛子君） 国保年金課の佐野課長、よろしくお願いします。

○委員長（窪野愛子君） ただいまの国保年金課の説明に対する質疑をお願いします。

○委員（勝川志保子君） 事項別明細書の 5ページのところですね。歳入の部分の収納率の関係な

んですけれども、毎回、ここを言っているような気がするんですね。去年の予算は94％になってい

るじゃないですか。それをどんどん上げていく、逆に滞納分というのはもうとにかく納めてという

のをしっかりやっていることもあって、上げられない状態になっているわけですね、もう。滞納し

ている人たちがずるして滞納しているということは、国保の場合ないと思っています。掛川市の場

合、滞納が起こったときに、保険証を発行することを相談に来るまでしない、資格証明書というも

のにしてしまって、それは後から返ってくるよという言い方はするんだけれども、窓口負担10割に

なっちゃうようなそういうやり方をして、相談に来て、とにかく収納してもらうような相談をしな

い限り、短期保険証を渡さないみたいなそういう形に基本的になっているというのは、収納率をど

んどん上げていって、その結果として保険者努力支援、それを頂くという方向にずっと傾斜してい

くわけなんだけれども、収納率をまた 0.5％上げて予算化するというところが、本当にそういうこ
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とをしていいかという反省がないまま行われているんじゃないかと不安なんですけれども。

この収納率を、端的にいうと収納率94.5％またずっと上げ続けているわけですね。上げちゃって

本当に大丈夫なのか、そういうことが聞きたいんです。

○国保年金課長（佐野孝芳君） この94.5％は、昨年度確かに94％だったのですが、これはあくま

でも、昨年もお話しさせてもらいましたが、当初予算の段階に比べて被保険者数が毎年、社会保険

の充実などにより減ってきております。ということで、実際の収納率は96％超ですが、年度末に向

けて、この96％超の収納率をここへ載せてしまうと、被保険者が減っているものですから、最後に

割ってしまう可能性があるわけですね。ということで、若干低めに抑えて計上させてもらっており

ます。

ただ、先日、 2月補正のときにお話しさせてもらったとおり、被保険者数の件と所得の伸びとい

うよりも、国民年金の加入者が後期高齢者医療に移っていって、厚生年金をもらっている方が増え

てきているものですから、総所得が伸びているように見えます。それがこちらで把握し切れないも

のですから、被保険者数の減の部分だけを見て、昨年度当初予算94％で組んだところ、 2月補正で

1億円ぐらいの補正の増をさせていただきました。そういうようなこともありまして、あまりにも

当初予算と決算の乖離が大きいと財政的にもおかしな話になってしまいますので、それを踏まえま

して、昨年度の決算を見て、当初予算を組むときに実情に合わせた収納率にさせていただいたとい

うことで御理解いただきたいと思います。

○委員（勝川志保子君） 意見はあるけれども、質問はいいです。

○委員（富田まゆみ君） 46ページの18、一番上のところなんですが、新規事業として人間ドック

からの特定保健指導対象者を支援するのが40人分ということで試算されているんですが、職員に話

を伺ったりすると、結構重症化している人がやはり減らすための努力をすごくいろいろなところで

されていますが、なかなか人数が多いということで聞くんですが、これを40人ぐらいで大丈夫なの

か、逆にもうちょっと枠を取っておかなくていいのかと、心配があるんですが、いかがでしょうか。

○国保年金課長（佐野孝芳君） 特定健診事業につきましては、健康医療課のほうに執行委任させ

ていただいているものですから、健康医療課のほうで答弁させていただきます。

○特定健診係長（桑高裕子君） 人間ドックの特定保健指導に関しましては、現在人間ドックの保

健指導としてはやられていますが、特定保健指導ですね。積極的支援、動機づけ支援ということで、

メタボリックを対象にした保健指導というのは、実際には希望者だけということになっております。

今年度 4月から 1月末までの特定保健指導の人間ドックの対象者ですけれども、全体で 186人とい

うことになっています。この中で人間ドックを委託している医療機関さんで特定保健指導をやって
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いただけるというところが浜松の聖隷予防検診センターと中東遠総合医療センターと 3つのところ

がやっていただけるというお返事を頂いておりまして、積極的支援は36人です。動機づけ支援のほ

うは 150人と多いんですが、両方予算に上げさせていただきましたが、今年度は、よりリスクの高

い方に実施させていただくということで、積極的支援者の36人を対象としております。

○委員（勝川志保子君） 人間ドックであるとか、メタボリックのいろいろなもの、本当に大事だ

と思うわけなんですけれども、医療費を削減しようと、何とか給付費を減らそうと考えたときに、

生活習慣病にかかりやすい人たちというのはどういう人たちかと考えると、本当に低所得で食事に

気を使えないことであったりする方たちというところは、生活の安定性と収入であるとか、いろい

ろなそういうところと生活習慣病の相対的な関係がある部分じゃないかなと思うわけなんです。こ

この事業だけをきゅっきゅっやっていても私なんかあまり、大事なんだけれども、これだけに特化

しながら何とかして保険者努力の部分のお金を頂けるように頑張ろうとやっていても、政策として

はうまく回っていかないというふうになるような気がするんですけれども、食生活改善推進協議会

であるとか、福祉課との関わり方であるとか、そういう多面的なつながりをつくりながら、これ考

えていかないといけないなという気がするんですが、そういうところはどうなんでしょう。

○特定健診係長（桑高裕子君） おっしゃるとおりで、確かに医療費の軽減というところも目的と

してはあるんですが、その方自身のＱＯＬといいますか、生活の質というところを考えていきます

と、生活習慣病がやはり重度化していくと、いろいろな障がいが残ってしまったりですとか、思う

ような人生が望めなくなってしまうというところも大きいですので、そこのところはやはり御自分

の思うような人生を全うしていただくためには、多少の気づきと、それから気をつけていただくと

いうことが大事なのかなと思って、私たちは指導のほうをさせていただいております。

それで、食生活改善推進員さんですとか、保健委員さんとか、地域のまちづくり協議会さんとの

関わりということなんですけれども、ハイリスクの方々を私たちが特定保健指導として対象者の指

導をさせていただいておりますが、ポピュレーションアプローチとしましては一般的に掛川市には

こういう血糖値が高い方が多いですよとか、血圧のお薬を飲んでいる方が多いですよというような

一般的な健康教育をさせていただいておりまして、企業さんのほうにも健康増進事業のほうで成人

保健係が出向いていって、いずれ国保に入られる方々に、企業に在籍しているときから気をつけて

いきましょうというような保健指導もさせていただいておりますので、ハイリスクアプローチとポ

ピュレーションアプローチを両方実施させていただいているというのが現状です。

○委員長（窪野愛子君） 以上で質疑を終結します。
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〔討 論〕

○委員（勝川志保子君） 分かってはいるんですけれども、同じようなことを繰り返しちゃうんで

すけれども、やはり国保のところが本当にみんな払えなくなっちゃっている、制度として破綻して

いるというのは確かだと思うんですよ。幾ら法定外繰入れするなと言われても、何かの形で繰り入

れて、市が弱者に対してきちんと医療のセーフティネットを行っていけるようにしてくというのは、

すごい大切なことだと思っていて、資格証明書の発行であるとか、短期保険証の発行というのがこ

んな高率で高い数を発行している町は相当あるわけではなくて、県内の中でも比率としても非常に

高いほうなんですよね。発行しないと決めて、資格証明書は発行していない町もあります。短期保

険証のほうに切り替えているという町もあるんですよね。

やはりこのやり方が収納率を向上させているわけなんだけれども、私はちょっとどうもいただけ

ない、先に生活相談につなぎながらちゃんとやっていく事例であって、資格証明書にしてしまって

はいけないんじゃないかなというふうに思っています。

次の条例の改正の部分で、もう少し詳しくお話があるかと思うんだけれども、要は均等割の部分

が残っていて、世帯割、均等割のところはもうかかるようになっちゃっている。今資産割をなくし

たからという部分で、資産割、所得割のその部分と均等割、世帯割との部分との比率はこんなに変

わるわけではないので、どうしても負担しなきゃいけない部分というのはあるわけなんですよね。

いろいろお話を聞いていても、子育て世代のところで国保の世帯、収入がないと子育てはできな

いので、そこの子どもの数もいて、なので世帯の人数が多くてという世帯のところへは余計に国保

の部分が荷重になっちゃう。それは条例の中で審議されると思うんだけれども、そういうところに

このままにしておいた上での予算立てなので、賛成しかねるし。

応能負担分と応益負担分、その世帯が必ず納めなくてはいけない部分と所得とかに応じて納める

部分がありますよね。その比率的には変わらないですよ。だから、収入が多いと納めるのが多くな

るわけなんだけれども、そこに子どもたちがたくさんいるよとか、そういうところの絶対納めなけ

ればいけない部分の割合が減っていないというところが私は問題じゃないかなと思っています。 6

対 4とかという割合のあれでやっているわけなんだけれども。今資料でぱっと条例のあれを見てい

ないので、出てこないけれども。

○委員長（窪野愛子君） ちょっと思いを語られているものですから。

○委員（勝川志保子君） 特別会計の数字のところにはなかなか出てこない部分なので、うまくこ

この部分のここがというのが指摘できないんだけれども。

もう 1点は、個人番号化という、保険証に対して保険証を全部マイナンバーカードと合わせてし
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まう、このシステムというのは私はセキュリティ的にも非常に問題があると思うし、今まだマイナ

ンバーカード自体が普及されないような状態であるときに、これを安易に国が言うからといって進

めることには反対です。

○委員長（窪野愛子君） 先ほど最後に言った言葉は、補正のほうでもお話しされたですよね。

○委員（勝川志保子君） 国会にも出ているので。

○副委員長（寺田幸弘君） 勝川委員のおっしゃること、毎回、国レベルの話からだんだん入って

くるわけですけれども、やはりそこのところが変わらなくちゃいけないという話はよく分かるんで

すけれども、我々は市の中でどのような市民の方たちが健康保険証を頂いて、いい形で生活ができ

るということをいつも考えて、市の当局も我々はやっているわけですので、そんな中での今回の予

算案ということでございますし、やはりその辺の部分を変えろということは、主張していただいて

いいと思うんですけれども、これは党とか国レベルで話をしていただくという話だと思いますし、

今の段階では市の予算の中でこういうふうなことをやっているんだということで、その他の人たち

のことを考えてくれあるいは窓口の相談窓口を広げていくということも、国保が払えない人たちに

対してのそういう相談も行っているという段階で、さらに進んで考えていただきたいということを

おっしゃることはよく分かるものですから、その辺のことも考えていただいて、取りあえずはこの

ことについて、今回の予算については賛成という立場で話をさせていただきます。

○委員長（窪野愛子君） 以上で討論を終結します。

〔採 決〕

議案第 2 号 令和 2年度掛川市国民健康保険特別会計予算について

賛成多数にて原案のとおり可決

③議案第 3号 令和 2年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計予算について

〔国保年金課、説明 10:06～10:18〕

〔質 疑 10:18～10:30〕

○委員長（窪野愛子君） 国保年金課の佐野課長、よろしくお願いします。

○委員長（窪野愛子君） ただいまの国保年金課の説明に対する質疑をお願します。

○委員（富田まゆみ君） 49ページの上段の特定健診のところでちょっと教えてください。

こちらのほうは 3,700人分を見込んでいるということで、高齢者になると自分でそれこそ毎月病
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院にかかっている方とかもたくさんいて、自分の親なんかもそうだったんですけれども、そうする

と定時的に先生が診ているからということであまり細かい食生活だとかいろいろなことに対する指

導がなくて、取りあえず毎月診ているからいいよみたいなので、ちょっといろいろな指導が逆に言

うとうちなんか受けられなかったんですね。なので、そういういわゆる医療機関で済ませている、

診ているからといって特定健診を受けない方の指導みたいなことがここにもちろん、私が質問して

いる場所違うかもしれないんですが、そういったことに対する支援みたいなものをどこかでやって

いただけないかなというのを今ここで気がついて、併せてお話しさせていただきました。

○特定健診係長（桑高裕子君） 今まで後期高齢者の方の保健指導というのは、おっしゃるとおり

で十分できていないというところがありましたが、今年度から後期高齢者の方の結果表の中にふく

しあ健康相談のチラシを同封させていただいておりまして、御希望の方には最寄りのふくしあのほ

うで健康相談日に結果の説明等の健康相談を受けられるという体制を取っております。

それから、来年度に関しましては、来年度 4月から高齢者の介護予防と医療の一体化の保健事業

というものが国のほうで始まるんですけれども、まだ掛川市は準備段階ということになっておりま

すが、その中で後期高齢者の健診の問診票が変わりまして、その問診票に併せて口腔ケアですとか、

それから低栄養ですとか、それからフレイル予防ですとか、重症化予防ですか、様々な保健事業を

後期高齢者の方にも展開していくというものが出てきておりますので、そちらのほうで取り組める

事業から実施をしていきたいと思っております。

○委員（草賀章吉君） 48ページの一番下の理由の中に保険基盤安定拠出金が約 2億円で約 800万

円増えているというと、その説明のために軽減判定所得の拡充と書いてあると思うんですが、とい

うことは、低所得者が増えているということを言いたかったのか。

○国保年金課長（佐野孝芳君） 全体の人数自体も、後期高齢者75歳以上の被保険者数自体が増加

しています。おっしゃるとおり軽減対象になることも増えているということです。国保の被保険者

はどんどん減っているんですが、高齢化で75歳以上の被保険者はどんどん増えており、軽減対象の

方もふえています。

○委員（草賀章吉君） ということは、そうすると一般財源の繰入金がどんどん増えていくという

ような感覚なんですか。

○国保年金課長（佐野孝芳君） 先ほど申しましたとおり、医療費についても12分の 1は市の持ち

出しになりますし、基盤安定についても 4分の 1は市の持ち出しということで一般会計から頂いて

いる部分があります。被保険者数が増えると、そちらの持ち出しが増えてくるような形になろうか

と思います。



- 48 -

○委員（草賀章吉君） 多分そういうことでどんどん増えて、各自治体が大変になってきていると。

それで広域連合なんかではこの議論がどんなふうにされているのかという、例えば勝川さん、いつ

もおっしゃるそれはけしからんなという話なんだけれども、どういうふうなことがやはり大事なん

だろうかとか、どっちの方向に持っていくべきなんだろうというような議論が、もしあるのなら少

し教えてほしい。

○国保年金課長（佐野孝芳君） 具体的なものについては、やはり広域連合の議会の中で相談され

ているものですから、こちらのほうには一般的なものしか回ってきていない部分があります。冒頭

でお話しさせてもらったとおり、個人の負担金も極力抑えるようにということで、全員協議会でお

話しさせてもらったようにこの率でいけるだろうというぎりぎりの線を示していただいて予算を組

んだんですが、やはりそれではちょっと厳しかったということで、若干ですが、上乗せになった中、

広域連合でも集めるお金をぎりぎりで計算のほうは考えてくれています。

それから、先ほど桑高のほうからもお話があった内容でちょっと補足になりますが、38ページに

うちのほうの経営方針ということで一番初めにお話しさせてもらった中点の一番下の項目ですが、

高齢者の保健事業と介護予防の一体化、これに国保も含めての一体化が令和 2年度、来年度からあ

る程度具体的に始まってきます。ただ、現状で示されているものが令和 2年度が正規職員の人件費

というようなことの中で、予算に見えてこない部分でしか動きが取れないです。令和 3年度以降に

ついては、今やっている国保データヘルス計画の中でやっているヘルスアップ事業の分析と、そう

いうようなものの中から具体的なものはこれから相談になっていくんですか、どんなものができる

か。例えばふくしあごとに動向を調べるとか、男女別とか、年齢階層とか、これに国保に後期も上

乗せをしたりとか、社会保険等のデータも一元化してもらえる可能性もあります。そういうような

ものが来たときに、一番わかりやすいのがふくしあ単位で地域ごとの動向なんかを見ながら、国保、

後期、介護と一体的な活動ができるようになってくる可能性が高くなってきます。その中で一番影

響が大きいのは後期なものですから、医療費の削減、併せて介護費用の削減というようなところに

持っていけるようになればという動きがあります。

ちょっとお答えになっていないかもしれませんが。

○委員（草賀章吉君） 多分そのとおりだと思うので、要は高齢者になると、医療費がどんどんか

かるので、なるべく抑制していきたいと。医療機関にかかるなと言うんじゃないんだけれども、抑

制をするためにどういうふうにやる、健康づくりをするかと。先ほど勝川さんおっしゃった低所得

の人がそうやって予防になるんだったら、その人たちにもっとＰＲすれば、そういう先ほど言った、

分かればこういう層が大変多いんだと、だったらそこにピンポイントでいろいろな指導をしていく
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とか、こういう必要があるんだろうなと。そうするとやはりそういうデータというのが一番大事な

ところになるので、ぜひ各ふくしあでも研究してほしいし、ぜひお願いしたいと思います。

○委員（勝川志保子君） 全員協議会でお話があった、数字を見たときに私はびっくりというか、

自己負担が高齢者の本当に年金生活の方たち、そんなに所得が多い方たちじゃない人もすごい比率

でいるわけですよね。そういう中で自己負担額が増えるという数字にびっくりしたんですけれども、

それがまた上乗せして負担が増えているというのに二度びっくりしました。これ話を高齢者の方た

ちとしてきたときに、何か払えないんだけれども、自動的に引かれるものだから、もう有無を言わ

さず引かれるじゃないですか、最初に。本当に何かやっていられないという電話を頂いたりとか、

そういうことあるんですよ。何かだからそれを市からの拠出金であるとか、そういったもので、き

ちんと補塡するんではなくて、自己負担に返していっちゃうという、これをやっていいのかという、

保険者の負担が増える仕組みをよしとしていていいのかというのが市は決めることじゃないという

のは重々承知の上なんですけれども、どうしても納得がいかない部分です。広域連合はこれでいい

という判断をしているということなんですか。市はもうそれに従うしかないということなんですか。

○国保年金課長（佐野孝芳君） 今、勝川委員が最後に言ってくださったように、広域連合にも議

会があります。そこで 2月14日に議決しているものですから、これについてはお任せするしかない。

もちろん、市もだんまりでいいよと言っているわけじゃなくて、担当課長会議でも極力抑えていた

だくということでは、お話はさせてもらっているんですが、最終的な判断は広域連合が決定したこ

とということで、うちはお願いするしかない。

○委員長（窪野愛子君） 以上で質疑を終結します。

〔討 論〕

○委員（勝川志保子君） 毎回同じことしか言えなくて申し訳ないんですが、やはり保険料を値上

げしていく形を前提にした予算になるものですから、市民の皆さん、高齢者の皆さんの保険料負担

が非常に高率になってしまう。どんどん上がっていく。今国自体は窓口負担のほうも逆に保険を使

って医療にかかるときの負担も見直そうとしているわけで、こういう段階でこれをやったら私は高

齢者の命にかかわる本当に事態になるなと思っています。市でどうにもならないということを言わ

れるのも分かる制度なんですけれども、後期高齢者医療制度自体が非常におかしな制度だと思って

いるわけなんですけれども、この予算には賛成することができません。

○副委員長（寺田幸弘君） 毎回、勝川委員のおっしゃることよく分かっている。その引っかかる、
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言っていることはよく分かっているわけなんですけれども、国から、それから県からの制度の中で、

市としてこのような対応をどのような形で市民の皆様にご負担をかけない形あるいは市民の皆様の

幸せのためにどんなふうに制度設計をしていったらいいかという形で今回の予算がつくられたもの

ですから、それについて本当にご苦労されているなという思いで賛成はさせていただきたいと思い

ます。

○委員長（窪野愛子君） 以上で討論を終結します。

〔採 決〕

議案第 3 号 令和 2年度掛川市後期高齢者医療保険特別会計予算について

賛成多数にて原案のとおり可決

④議案第27号 掛川市国民健康保険税条例の一部改正について

〔国保年金課、説明 10:33～10:42〕

〔質 疑 10:42～10:49〕

○委員長（窪野愛子君） 国保年金課の佐野課長、よろしくお願いします。

○委員長（窪野愛子君） ただいまの国保年金課の説明に対する質疑をお願します。

○委員（勝川志保子君） 聞き漏らしたのかもしれないんだけれども、議案書 105ページ特定世帯

と特定継続世帯がありますね。特定継続世帯が 5年から 8年のところということになるんですよね。

8年以降というのはどうなっていくんですか。

○国保年金課長（佐野孝芳君） 軽減は 8年までです。標準に戻るということです。

○委員（勝川志保子君） それはなぜか。

○国保年金課長（佐野孝芳君） 法令でそうなっているということで、 5年までの軽減が大きくて、

8年までが軽減が少なくなって、 8年以降は標準に戻るということになります。

○委員長（窪野愛子君） 法令で決まっているということですか。

○国保年金課長（佐野孝芳君） そうです。

○委員（勝川志保子君） 何で法令で決まっているのか。

○国保年金課長（佐野孝芳君） 具体的な例として、夫婦 2人で国保に入っていた世帯で、旦那さ

んが75歳に到達をして後期高齢者になると、配偶者が 1人残って、勝川さんがおっしゃられる均等

割、平等割、その中の特に世帯割が 1人でも全部かかってしまうものですから、 5年間は軽減幅が
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大きいです。その後 8年までは軽減幅が少なくても軽減になります。 8年経過すると普通に戻りま

すということです。年齢差というのを考えていただいて、それを配慮されたということだと思って

いるのですが、基本的にはそのような法令になっているということです。

○委員（勝川志保子君） 何度も言っている部分の子どもの均等割の軽減が、何か減免する方法が

ないのかなということをお尋ねします。

○国保年金課長（佐野孝芳君） 今回冒頭でも説明させていただきましたとおり、全員協議会のと

きにお配りさせてもらった県の標準となっている 3・ 3・ 2方式にまず合わせて、また県の示して

いる標準方式の税率よりもかなり低いところで抑えて改正をさせていただきました。これにつきま

しては当初予算の説明でもお話しさせていただいたとおり、昨年までの 1人当たりと差が出ないよ

うなことをまず考えまして、税率改正をさせていただいたということです。

勝川委員からいつも要望というか、お話があります未成年者の均等割等につきましては、今度は

県全体で税率を決めているというところに一応向かって、まずは合わさせていただいたものですか

ら、県のほうには要望しています。また国に対しても要望しています。こういうふうな意見を頂い

ておりますということで、県として軽減についてどのように考えるか、統一に向けたときに、未成

年者の軽減についても検討をしていただきたいということでお話をさせていただいております。今

の段階では申し訳ないですが、掛川市独自で軽減をするという考えはございません。

○委員長（窪野愛子君） 以上で質疑を終結します。

〔討 論〕

○委員（勝川志保子君） この資産割を廃止してという方向自体には賛成なんですよ。所得割の部

分で増やしていくということも賛成なんですよ。けれども、本当に気になっているのは国保税自体

が高いというのが 1つありますよね。もう一つは、子どもの均等割の減免への措置が条例の中には

ないというところです。全国で見ていくと、岩手県宮古市であるとか、福島県南相馬市や福島県白

河市であるとか、愛知県でも一宮市とかで免除をしているいろいろなところが出てきていて、これ

は市の単独の形でやろうと思えばできる。いろいろな形で第 1子から減免しているところはまだ少

ないですけれども、所得によってであるとか、高校生世代まではとか、ここまではとかという年齢

の区分のところで、減免している町は実際にあるわけなんですよ。市としてそれをやはり考えても

らいたいというか、そこの子どもの均等割が取りあえず減免になっていけば、今子育て世代のとこ

ろに、どうしても所得割がこの制度設計でいけば、結局所得が多い人のところにかかってきちゃう

し、子育て世代のところにもかかってきちゃうということだと思うんですよ。そこをセットにして
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やっていかないと、ちょっとどうなのかなというふうに考えています。

本当に悩んだんですよ、私。これ本当に何日も悩んで賛成したほうがいいんじゃないかというの

も。本当に悩んだんです。基本の方向は間違っていないと思っているし、今よりよくなるというの

は分かるんです。今よりよくなるであろうというのは分かるんですよ。

○副委員長（寺田幸弘君） 勝川さんのおっしゃること本当にいつもごもっともだし、そういう部

分があったらいいな、そういうふうな形になったらいいなということですけれども、ない袖は振れ

ないし、国からきているわけですので、その辺のことについてはやはり本当に真剣に考えなくちゃ

いけないし、今、佐野課長がおっしゃられたように、県とか国にも申しているという話ですので、

そういう形で我々も研究をしながら、今回私は賛成の立場で討論させていただきます。

○委員長（窪野愛子君） 以上で討論を終結します。

〔採 決〕

議案第 27 号 掛川市国民健康保険税条例の一部改正について

賛成多数にて原案のとおり可決

〔休憩 10:56～11:02〕

⑤議案第 4号 令和 2年度掛川市介護保険特別会計予算について

〔長寿推進課、説明 11:03～11:19〕

〔質 疑 11:19～11:39〕

○委員長（窪野愛子君） 長寿推進課の山田課長、よろしくお願いします。

○委員長（窪野愛子君） ただいまの長寿推進課の説明に対する質疑をお願いします。

○委員（勝川志保子君） 事項別明細書の 102ページ、 103ページの保険料のところをもう少し詳

しく教えていただきたいんですが、特別徴収 9割と普通徴収 1割の部分の差、これはどういう基準

になっているのかなという辺りと、年金差引きが 9割で、自分で現金で払っているよという方が 1

割ということだと思うんだけれども、そこの差のところですね。あと、その下の部分の滞納の部分

29％の収納率という形で出ていますが、だから滞納しちゃっている方たちが実際に介護保険の中で

何人ぐらいいるんですか。その方たちというのは、介護保険にかかれない方になるのかなと思うん

だけれども、この辺をお答えください。
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○長寿推進課長（山田光宏君） まず、現年度分の特徴の保険料と普通徴収保険料についてですけ

れども、65歳になったばかりのときは普通徴収になりまして、誕生日月の後から特別徴収になると

いう形になっております。

それとあと、年金額が少ない方については、普通徴収で頂くという形になっておりますので、そ

の辺りの比率がおおむね 9割程度と。 9対 1という形で計算させていただいております。

○保険給付係長（伊藤千秋君） 滞納繰越分の普通徴収保険料のパーセントなんですが、こちらに

ついては平成30年度の滞納繰越分の収入の実績に基づいて、パーセントを設定させていただいてい

ます。

○委員（藤原正光君） 説明資料の30ページの 6番のところの介護サービス等給付費で、今増減の

ほうで 1億 4,800万円の増が報酬単価というような説明を頂いたかと思うんですけれども、これは

掛川東病院の医療療養病床 200床のうち50床を介護医療院へ転換したというものもここへ入ってい

るんですか。

○長寿推進課長（山田光宏君） 増額の要因として、恐らく掛川東病院で介護医療院に50床つくっ

た、そこのところがやはり入ってきていると思います。こちらに書いてある消費税の 0.4％分と処

遇改善については、これは介護保険給付サービスの全体的な設定が変わったということになります

けれども。

○委員（藤原正光君） そちらのさっきの50床の介護医療院への転換というのはどれぐらい 1億

3,500万ぐらい。

○長寿推進課長（山田光宏君） その転換の部分については、令和元年度の当初予算に計上しまし

た。そちらも億単位で見込んで計上させていただいているんですけれども。

○保険給付係長（伊藤千秋君） 介護医療院については平成30年度の実績が33件で、今年度分 1月

サービス分のものについては 641件です。金額にしまして平成30年度実績ですと 960万円ほどでし

たが、 1月サービスまで、今年度については 2億 1,459万 6,580円となっておりますので、差額で

2億円ぐらいは増えているということになると思います。

○委員（松本 均君） ちょっと大きな話になっちゃうんですけれども、介護予防サービスの金額

が結構占めているというのは分かるんですけれども、要支援 1、 2の大体の人数、今後の要支援の

在り方というのを要介護なら分かるんですけれども、一時減らしていくというような話だったので、

今後の在り方はどうなのか、分かる範囲で教えていただけますか。

○長寿推進課長（山田光宏君） 要支援と要介護の方の認定者数なんですけれども、平成30年 3月

末現在で両方合わせて 4,783人になります。要支援と要介護と合わせて。平成31年 3月末現在で両
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方合わせて 4,838人となっておりまして増加傾向にあります。

○委員（松本 均） 要支援だけは分からないですか。

○長寿推進課長（山田光宏君） 要支援 1、 2だけでいきますと、平成30年 3月は 727人。

今の数字は65歳未満の方も含んでいるもので、65歳以上の方でいくと 703人になります。平成31

年 3月末現在は65歳以上の方の要支援の方が 686人、65歳以下の方も含めると 711人といった形の

数になります。ですので、要支援者については、横ばいもしくは少し減っているような状況になっ

ていますけれども、要介護のところで見てみると、 4,056人が 4,127人という形になっております

ので、増えているという、その増えている要因としては、やはり先ほども出たんですけれども、介

護医療院というのが影響しているかなと考えています。今まで医療病床で医療のみで入っていらっ

しゃった方が介護医療院に移ってきた影響があるのではないかなと思っています。

○委員（松本 均君） それで、今後の要支援については、どういう動きがあるか分かりますか。

どうなってくるか。

○長寿推進課長（山田光宏君） 今後の動きとしては、一般介護予防事業として65歳以上の方、誰

でもが受けられる事業について、それを強化していって、要支援から要介護にならないように食い

止めるということと、できるだけ一般の方も要支援の区分に入らないように、重症化予防施策をや

っていきたいと思っております。

○委員（藤原正光君） 説明資料34ページの13番の一般介護予防事業費のところで地域リハビリテ

ーション活動支援事業、これ 250万円が増ということで、南部区域でも今度開催していくよという

ことで、増額がそちらの会場費に当たるようなことになるんですか。

○長寿推進課長（山田光宏君） 増の理由としては、南部区域で新たに新設して行うということが

1つであります。そのほかにも人件費等が含まれているんですけれども。

○委員（藤原正光） 南部区域を増やすことによってどれぐらい増えるんですか。

○長寿推進課長（山田光宏君） 102万円の増とになります。

○委員（草賀章吉君） 32ページの 9と10、高額介護サービス等事業が大分増えてきているんです

けれども、この所得制限が幾らぐらいで、何人ぐらい対象になったのか、教えていただけますか。

10のほうも同様なんですけれども。

○保険給付係長（伊藤千秋君） 高額サービスの所得区分の利用者が上限を超えた場合ということ

なんですが。

利用者負担の上限 1か月合計額、現役並みの所得者の方についてその条件なんですが、同一世帯

に課税所得 145万円以上の65歳以上の人がいて、65歳以上の人の収入が単身の場合は 383万円以上、



- 55 -

2人以上の場合 520万円以上ある世帯の方については、世帯合計になりますが、上限額は 4万

4,400円で、続いて一般の利用者の方についても 4万 4,400円上限額、住民税非課税の方について

2万 4,600円、その中でも個人で合計所得金額及び課税年金収入額の合計から年金収入に係る所得

を控除した額が80万円以下の方、老齢福祉年金の受給者の方については個人で 1万 5,000円が上限、

生活保護の受給者の方、個人で 1万 5,000円、利用者負担を 1万 5,000円に減額することで、年額

所得で生活保護の受給者とならない場合について 1万 5,000円が上限額になります。

○長寿推進課長（山田光宏君） 対象者なんですけれども、実績ベースで平成27年度が 1万 2,309

人、平成28年度が 1万 3,285人、平成29年度が 1万 3,240人となっています。こちらの対象者は増

加傾向にあります。

○委員（勝川志保子君） 国の施策として、入所というよりも家にいて面倒を見るんだよというふ

うにシフトしているなというのは、国庫支出金が施設だと低くて、在宅になると割合が高くなると

いうのを見ていても分かるなと思うんですけれども、でも必要なところというのは必要だと思うん

ですよ。特に先ほど松本委員もおっしゃっていた要支援の部分、軽いところであるとか、私は本当

は要介護 1、 2のところまで含めて非常に大事だと思っているんですが、その辺の予算は例えば31

ページの 7の介護サービスの要支援 1、 2のところに向ける予算額が伸びていないのということと

か、11のところのチェックリストから入った自立生活の支援事業、通所型短期集中予防サービス事

業であるとか、こういった予算や前年度から減っちゃっているというところが非常に気になるんで

すが、力を入れるべきところはここなんじゃないかなという気がするんですね、この予算でいいん

ですか。

○長寿推進課長（山田光宏君） 非常に厳しいところなんですけれども、11のところですね。我々

ももう少ししっかり予算づけをしたいところなんですけれども、新規事業として先ほども出ました

地域リハビリ事業ですね。それを南部区域でも行うこと、ある程度予算増を伴う部分がございまし

て、最終的にいろいろ精査した結果、こういった形になってきているんですけれども、私のほうと

してももう少ししっかりつけたいなという思いはあります。

○委員長（窪野愛子君） 以上で質疑を終結します。

〔討 論〕

○委員（勝川志保子君） 介護保険もやはり本当に社会福祉制度になっているのかなというのがす

ごい疑問な制度運営になっているなということを感じています。保険料を本当に天引きで引かれち
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ゃったりするわけなんだけれども、それをした上で、また自分の自己負担が生じますよね。今高額

限度の話が出ていましたけれども、本当に年金生活の方たちが大体介護を受けるわけだから、そう

いう意味ではもう80歳以上が介護保険の認定される方の率が非常に高率になっている中で、自己負

担もあって介護保険料も納めていくというこのやり方で、ちゃんと介護を受けながらできるのかな

というのが疑問です。払えないことが分かっているから、もう介護にいかないみたいなそういう介

護保険は使わないみたいなそういう方たちも聞くものですから、これ保険料は予算の中でどうこう

するものではないんだけれども、制度としていかがかなということが 1点。

あと、前回の一般質問でも言ったんだけれども、要支援 1、 2とか要介護 1、 2までの割と軽度

なところをちゃんと介護保険につないでいくというのを私は介護予防サービスということだけで、

もうよしにするんではなくて、介護保険につなぎながら、ちゃんと住宅改修であるとか、そういう

のができるようなものにしていって、生活がちゃんと成り立つよという、これ以上悪くしないよと

いうところにこそお金を充てるべきなんではないかなと思います。

そういう意味で、この予算の配分のところでも減らしちゃっているとかという予算づけが。

○委員長（窪野愛子君） この特別予算については、反対ということでよろしいですね。

○委員（勝川志保子君） そうですね。反対の立場からですね。

○委員長（窪野愛子君） 分かりました。

○副委員長（寺田幸弘君） 特に 2つ目の軽度の人たちをつなげていくということ非常に大事なこ

とだとは思っています。しかし、この予算の中で、どんなふうに組入れていくかという課題だと思

いますし、現時点での説明の中では、本当に先ほど来もずっと説明の中で度々同じことになります

けれども、考えた中で一番いい予算を使うのはどんなふうに使っていったらいいかということを配

分されていると、こんなふうに理解をします。

それから、こういうふうなところにつけたいという話もありましたので、そんなことも加味しな

がら、この予算については賛成としたいと思います。

○委員長（窪野愛子君） 以上で討論を終結します。

〔採 決〕

議案第 4 号 令和 2年度掛川市介護保険特別会計予算について

賛成多数にて原案のとおり可決

⑥議案第31号 掛川市立学校設置条例の一部改正について
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〔教育政策課、説明 11:42～11:44〕

〔質 疑 なし 〕

○委員長（窪野愛子君） 教育政策課の山梨課長、よろしくお願いします。

○委員長（窪野愛子君） 以上で質疑を終了します。

〔討 論〕 なし

〔採 決〕

議案第 31 号 掛川市立学校設置条例の一部改正について

全会一致にて原案のとおり可決

⑦議案第32号 掛川市学校給食共同調理場に関する条例の一部改正について

〔教育政策課、説明 11:45～11:46〕

〔質 疑 なし 〕

○委員長（窪野愛子君） 教育政策課の山梨課長、よろしくお願いします。

○委員長（窪野愛子君） 以上で質疑を終了します。

〔討 論〕 なし

〔採 決〕

議案第 32 号 掛川市学校給食共同調理場に関する条例の一部改正について

全会一致にて原案のとおり可決

２）協議事項

閉会中継続調査申し出事項 ４項目

閉会中継続調査申し出事項 ４項目で了承

○委員長（窪野愛子君） 以上で文教厚生委員会を終了したいと思います。 2日間、大変お疲れさ
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までした。ありがとうございました。

３) 閉会 〔 11:50 〕


